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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信の方法であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理を備えるフィードバック・コンフィギュレーシ
ョンを、ユーザ機器により、受信することと、前記複数のＣＳＩ処理のおのおののＣＳＩ
処理は、チャネル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの内の１
つのＣＳＩ－ＲＳリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ）
リソースのＣＳＩ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、おのおのの
ＣＳＩ－ＲＳリソースは、非ゼロ電力リソースを備え、おのおののＣＳＩ－ＩＭリソース
は、ゼロ電力リソースを備え、ここにおいて、前記フィードバック・コンフィギュレーシ
ョン情報は、基地局からのシグナリングを通して、複数の許容できるランク値セットに関
連付けられ、ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク
・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ
－ＰＭＩペア）を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアは、ＣＳＩレポート
においてレポートされることになり、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記基地局からの前記シグナリングに基づいて、前記複
数の許容できるランク値セットからの許容できるランク値セットを決定することと、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた、前記ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースと、ＣＳＩ－ＩＭリソースと、ＲＩ－ＰＭＩペアとに基づいて、少なくとも１つの
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定することと、
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　前記複数のＣＳＩ処理のおのおのＣＳＩ処理に対して、ＣＳＩレポートを前記基地局へ
送信することと
　を備え、前記ＣＳＩレポートは、前記少なくとも１つのＣＱＩの１つ以上のＣＱＩを含
んでおり、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた前記ＲＩ－ＰＭＩペアを含み、前記ＣＳＩ処
理のおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、
前記ＣＳＩ－ＲＳリソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおける
干渉測定とに基づいて決定される、方法。
【請求項２】
　前記選択された許容できるランク値セットは、複数の許容できるランク値を含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択された許容できるランク値セットは、前記ＣＳＩレポートがスケジュールされ
るサブフレームのうちの１または複数のセットに基づいて決定される、請求項１に記載の
方法。
【請求項４】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レ
ポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビットによ
って、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアが前記ＣＳＩレポートにおいてレポートさ
れる複数の許容できるランク値セットを識別する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信することは、
　おのおののＣＳＩ処理に関連付けられた許容できるランク値セットを指定するビットマ
ップを受信することと、
　前記ビットマップにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つの
ＲＩを決定することにより、前記許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩ
処理を調整することとをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　許容できるランク値セットは、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペアを除外する、請求項１に記
載の方法。
【請求項７】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩ処理のコード
ブックにおける１または複数のＰＭＩをディセーブルする、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＰＭＩは、少なくとも１つのＣＳＩ処理のための周波数グラニュラリティを用いて
決定され、
　前記周波数グラニュラリティは、前記少なくとも１つのＣＳＩ処理のために選択された
ランク値に基づいて決定され、
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ
）ベースのコンフィギュレーションによって、前記許容できるランク値セットを識別し、
　前記ＣＳＩレポートを送信することは、
複数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定することと、
前記サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩレポートを提供することと、
前記複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩレポートを提供することと
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記決定された許容できるランク値セットの前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアの
うちのＰＭＩは、前記選択された許容できるランク値セットのうちの、複数の許容できる
ランク値のための、全体的に最適なＰＭＩに相当する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信の方法であって、
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　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
、基地局からのフィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを、ユーザ機器
により、受信することと、ここで、前記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のた
めの基準ＣＳＩ処理として指定され、ここにおいて、前記第１のＣＳＩ処理および前記第
２のＣＳＩ処理のおのおのは、チャネル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）リソースの内の１つのＣＳＩ－ＲＳリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉
測定（ＣＳＩ－ＩＭ）リソースのＣＳＩ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここ
において、おのおののＣＳＩ－ＲＳリソースは、非ゼロ電力リソースを備え、おのおのの
ＣＳＩ－ＩＭリソースは、ゼロ電力リソースを備え、ここにおいて、前記フィードバック
・コンフィギュレーション情報は、基地局からのシグナリングを通して、複数の許容でき
るランク値セットに関連付けられ、ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少
なくとも１つのランク・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（Ｐ
ＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア）を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペ
アは、ＣＳＩレポートにおいてレポートされることになり、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを、ユーザ
機器により、決定することと、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定された少なくとも前記サブ帯域選択または前記ＲＩ
に基づいて、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を、ユーザ機器により、決定する
ことと、
　前記第１のＣＳＩ処理または前記第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣ
ＳＩ情報を送信することと、
を備え、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、前記ＣＳＩ－ＲＳ
リソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおける干渉測定とに基づ
いて決定される方法。
【請求項１１】
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、前記ＲＩ、プリコーディング行列インジ
ケータ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコ
ーディング・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを備える、請求項
１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報はさらに、前記ＰＴＩが前記第１のＣＳＩ処
理のために設定されている場合、および、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が前
記第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいている場合に、前記第１のＣＳＩ処理に関連付
けられたＰＴＩに基づく、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、少なくとも前記第１の
ＣＳＩ処理に関連付けられた前記サブ帯域選択または前記ＲＩに基づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられた
、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、少なくとも前記第１のＣＳＩ処
理の前記サブ帯域選択または前記ＲＩに関する相反する調整を回避するように構成される
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第２のＣＳＩ処理
のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、少なくとも最
後にレポートされたサブ帯域選択、または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決定さ
れる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、前記第２のＣＳＩ処理
の、少なくとも最後にレポートされたサブ帯域選択または最後にレポートされたＲＩに基
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づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の、少なくとも前記ＲＩまたは前記サブ帯域選択は、前記第１の
ＣＳＩ処理の、少なくともサブ帯域選択または最後にレポートされたＲＩから継承される
、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリン
グ・チャネル（ＰＵＳＣＨ）モードに基づいて非定期的なフィードバック・レポートを用
いるように構成され、
　前記第２のＣＳＩ処理は、前記第１のＣＳＩ処理のために決定された好適なサブ帯域の
セットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセットを選択する、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１７】
　無線通信のための装置であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理を備えるフィードバック・コンフィギュレーシ
ョンを受信する手段と、前記複数のＣＳＩ処理のおのおののＣＳＩ処理は、チャネル推定
のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの内の１つのＣＳＩ－ＲＳリソ
ースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ）リソースのＣＳＩ－Ｉ
Ｍリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、おのおののＣＳＩ－ＲＳリソース
は、非ゼロ電力リソースを備え、おのおののＣＳＩ－ＩＭリソースは、ゼロ電力リソース
を備え、ここにおいて、前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、基地局か
らのシグナリングを通して、複数の許容できるランク値セットに関連付けられ、ここで、
おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケータ（ＲＩ
）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア）を備え
、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアは、ＣＳＩレポートにおいてレポートされ
ることになり、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記基地局からの前記シグナリングに基づいて、前記複
数の許容できるランク値セットからの許容できるランク値セットを決定する手段と、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた、前記ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースと、ＣＳＩ－ＩＭリソースと、ＲＩ－ＰＭＩペアとに基づいて、少なくとも１つの
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定する手段と、
　前記複数のＣＳＩ処理のおのおのＣＳＩ処理に対して、ＣＳＩレポートを前記基地局へ
送信する手段と
　を備え、前記ＣＳＩレポートは、前記少なくとも１つのＣＱＩの１つ以上のＣＱＩを含
んでおり、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた前記ＲＩ－ＰＭＩペアを含み、前記ＣＳＩ処
理のおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、
前記ＣＳＩ－ＲＳリソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおける
干渉測定とに基づいて決定される、装置。
【請求項１８】
　前記選択された許容できるランク値セットは、複数の許容できるランク値を含む、請求
項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記選択された許容できるランク値セットは、前記ＣＳＩレポートがスケジュールされ
るサブフレームのうちの１または複数のセットに基づいて決定される、請求項１７に記載
の装置。
【請求項２０】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レ
ポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビットによ
って、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアが前記ＣＳＩレポートにおいてレポートさ
れる複数の許容できるランク値セットを識別する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２１】
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　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信する手段は、
　おのおののＣＳＩ処理に関連付けられた許容できるランク値セットを指定するビットマ
ップを受信するようにと、
　前記ビットマップにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つの
ＲＩを決定することにより、前記許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩ
処理を調整するようにさらに構成された、請求項１７に記載の装置。
【請求項２２】
　許容できるランク値セットは、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペアを除外する、請求項１７に
記載の装置。
【請求項２３】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩ処理のコード
ブックの１または複数のＰＭＩをディセーブルする、請求項１７に記載の装置。
【請求項２４】
　前記ＰＭＩは、少なくとも１つのＣＳＩ処理のための周波数グラニュラリティを用いて
決定され、
　前記周波数グラニュラリティは、前記少なくとも１つのＣＳＩ処理のために選択された
ランク値に基づいて決定され、
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ
ベース）のコンフィギュレーションによって、前記許容できるランク値セットを識別し、
　前記ＣＳＩレポートを送信する手段は、複数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定し
、前記サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩレポートを提供し、前記複数のサブ帯域
に対応する第２のＣＳＩレポートを提供するように構成された、請求項１７に記載の装置
。
【請求項２５】
　前記決定された許容できるランク値セットの前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアの
うちのＰＭＩは、前記選択された許容できるランク値セットのうちの、複数の許容できる
ランク値のための、全体的に最適なＰＭＩに相当する、請求項１７に記載の装置。
【請求項２６】
　無線通信のためのユーザ機器であって、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
、基地局からのフィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを受信する手段
と、ここで、前記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理と
して指定され、ここにおいて、前記第１のＣＳＩ処理および前記第２のＣＳＩ処理のおの
おのは、チャネル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの内の１
つのＣＳＩ－ＲＳリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ）
リソースのＣＳＩ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、おのおのの
ＣＳＩ－ＲＳリソースは、非ゼロ電力リソースを備え、おのおののＣＳＩ－ＩＭリソース
は、ゼロ電力リソースを備え、ここにおいて、前記フィードバック・コンフィギュレーシ
ョン情報は、基地局からのシグナリングを通して、複数の許容できるランク値セットに関
連付けられ、ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク
・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ
－ＰＭＩペア）を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアは、ＣＳＩレポート
においてレポートされることになり、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはＲＩのうちの少なくとも１つを決定する手段と、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定された少なくとも前記サブ帯域選択または前記ＲＩ
に基づいて、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定する手段と、
　前記第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣＳＩ
情報を送信する手段と、
を備え、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、前記ＣＳＩ－ＲＳ
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リソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおける干渉測定とに基づ
いて決定されるユーザ機器。
【請求項２７】
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、前記ＲＩ、プリコーディング行列インジ
ケータ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコ
ーディング・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを備える、請求項
２６に記載のユーザ機器。
【請求項２８】
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報はさらに、前記ＰＴＩが前記第１のＣＳＩ処
理のために設定されている場合、および、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が前
記第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいている場合に、前記第１のＣＳＩ処理に関連付
けられたＰＴＩに基づく、請求項２７に記載のユーザ機器。
【請求項２９】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第１のＣＳＩ処理
に関連付けられた少なくとも前記サブ帯域選択または前記ＲＩに基づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられた
、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、前記第１のＣＳＩ処理の少なく
とも前記サブ帯域選択または前記ＲＩに関する相反する調整を回避するように構成された
、請求項２８に記載のユーザ機器。
【請求項３０】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第２のＣＳＩ処理
のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、少なくとも最
後にレポートされたサブ帯域選択、または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決定さ
れる、請求項２８に記載のユーザ機器。
【請求項３１】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、前記第２のＣＳＩ処理
の、少なくとも最後にレポートされたサブ帯域選択または最後にレポートされたＲＩに基
づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の少なくとも前記ＲＩまたは前記サブ帯域選択は、前記第１のＣ
ＳＩ処理の少なくとも前記サブ帯域選択または最後にレポートされたＲＩから継承される
、請求項２８に記載のユーザ機器。
【請求項３２】
　前記第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリン
グ・チャネル（ＰＵＳＣＨ）モードに基づいて非定期的なフィードバック・レポートを用
いるように構成され、
　前記第２のＣＳＩ処理は、前記第１のＣＳＩ処理のために決定された好適なサブ帯域の
セットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセットを選択する、請求項２
６に記載のユーザ機器。
【請求項３３】
　無線通信のための装置であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つの処理システムとを備え、前記システムは、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理を備えるフィードバック・コンフィギュレーシ
ョン情報を受信するようにと、前記複数のＣＳＩ処理のおのおののＣＳＩ処理は、チャネ
ル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの内の１つのＣＳＩ－Ｒ
Ｓリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ）リソースのＣＳ
Ｉ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、おのおののＣＳＩ－ＲＳリ
ソースは、非ゼロ電力リソースを備え、おのおののＣＳＩ－ＩＭリソースは、ゼロ電力リ
ソースを備え、ここにおいて、前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、基
地局からのシグナリングを通して、複数の許容できるランク値セットに関連付けられ、こ
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こで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケータ
（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア）
を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアは、ＣＳＩレポートにおいてレポー
トされることになり、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記基地局からの前記シグナリングに基づいて、前記複
数の許容できるランク値セットからの許容できるランク値セットを決定するようにと、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた、前記ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースと、ＣＳＩ－ＩＭリソースと、ＲＩ－ＰＭＩペアとに基づいて、少なくとも１つの
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定するようにと、
　前記複数のＣＳＩ処理のおのおのＣＳＩ処理に対して、ＣＳＩレポートを前記基地局へ
送信するようにと
　構成され、前記ＣＳＩレポートは、前記少なくとも１つのＣＱＩの１つ以上のＣＱＩを
含んでおり、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた前記ＲＩ－ＰＭＩペアを含み、前記ＣＳＩ
処理のおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは
、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおけ
る干渉測定とに基づいて決定される、装置。
【請求項３４】
　前記選択された許容できるランク値セットは、複数の許容できるランク値を含む、請求
項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記選択された許容できるランク値セットは、前記ＣＳＩレポートがスケジュールされ
るサブフレームのうちの１または複数のセットに基づいて決定される、請求項３３に記載
の装置。
【請求項３６】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レ
ポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビットによ
って、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアが前記ＣＳＩレポートにおいてレポートさ
れる複数の許容できるランク値セットを識別する、請求項３３に記載の装置。
【請求項３７】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信するように構成された少なく
とも１つの処理システムは、
　おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた許容できるランク値セッ
トを指定するビットマップを受信するようにと、
　前記ビットマップにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つの
ＲＩを決定することにより、前記許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩ
処理を調整するようにさらに構成された、請求項３３に記載の装置。
【請求項３８】
　許容できるランク値セットは、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペアを除外する、請求項３３に
記載の装置。
【請求項３９】
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩ処理のコード
ブックにおける１または複数のＰＭＩをディセーブルする、請求項３３に記載の装置。
【請求項４０】
　前記ＰＭＩは、少なくとも１つのＣＳＩ処理のための周波数グラニュラリティを用いて
決定され、
　前記周波数グラニュラリティは、前記少なくとも１つのＣＳＩ処理のために選択された
ランク値に基づいて決定され、
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ラジオ・リソース制御（ＲＲＣ
）ベースのコンフィギュレーションによって、前記許容できるランク値セットを識別し、
　前記ＣＳＩレポートを送信するように構成された少なくとも１つの処理システムは、複
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数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定し、前記サブ帯域のセットに対応する第１のＣ
ＳＩレポートを提供し、前記複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩレポートを提供する
ように構成された、請求項３３に記載の装置。
【請求項４１】
　前記決定された許容できるランク値セットの前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアの
うちのＰＭＩは、前記選択された許容できるランク値セットのうちの、複数の許容できる
ランク値のための、全体的に最適なＰＭＩに相当する、請求項３３に記載の装置。
【請求項４２】
　無線通信のためのユーザ機器であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つの処理システムとを備え、前記システムは、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
、基地局からのフィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを受信するよう
にと、ここで、前記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理
として指定され、ここにおいて、前記第１のＣＳＩ処理および前記第２のＣＳＩ処理のお
のおのは、チャネル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの内の
１つのＣＳＩ－ＲＳリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－ＩＭ
）リソースのＣＳＩ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、おのおの
のＣＳＩ－ＲＳリソースは、非ゼロ電力リソースを備え、おのおののＣＳＩ－ＩＭリソー
スは、ゼロ電力リソースを備え、ここにおいて、前記フィードバック・コンフィギュレー
ション情報は、基地局からのシグナリングを通して、複数の許容できるランク値セットに
関連付けられ、ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのラン
ク・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（Ｒ
Ｉ－ＰＭＩペア）を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアは、ＣＳＩレポー
トにおいてレポートされることになり、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する
ようにと、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて
、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定するようにと、
　前記第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣＳＩ
情報を送信するようにと
　構成され、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、前記ＣＳＩ－
ＲＳリソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおける干渉測定とに
基づいて決定される、ユーザ機器。
【請求項４３】
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、前記ＲＩ、プリコーディング行列インジ
ケータ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコ
ーディング・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを備える、請求項
４２に記載のユーザ機器。
【請求項４４】
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報はさらに、前記ＰＴＩが前記第１のＣＳＩ処
理のために設定されている場合、および、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が前
記第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいている場合に、前記第１のＣＳＩ処理に関連付
けられたＰＴＩに基づく、請求項４３に記載のユーザ機器。
【請求項４５】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第１のＣＳＩ処理
に関連付けられた少なくとも前記サブ帯域選択または前記ＲＩに基づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられた
、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、前記第１のＣＳＩ処理の少なく
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とも前記サブ帯域選択または前記ＲＩに関する相反する調整を回避するように構成された
、請求項４４に記載のユーザ機器。
【請求項４６】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第２のＣＳＩ処理
のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、少なくとも最
後にレポートされたサブ帯域選択、または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決定さ
れる、請求項４４に記載のユーザ機器。
【請求項４７】
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、前記第２のＣＳＩ処理
の、少なくとも最後にレポートされたサブ帯域選択または最後にレポートされたＲＩに基
づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の前記少なくともＲＩまたは前記サブ帯域選択は、前記第１のＣ
ＳＩ処理の少なくともサブ帯域選択または最後にレポートされたＲＩから継承される、請
求項４４に記載のユーザ機器。
【請求項４８】
　前記第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリン
グ・チャネル（ＰＵＳＣＨ）モードに基づいて非定期的なフィードバック・レポートを用
いるように構成され、
　前記第２のＣＳＩ処理は、前記第１のＣＳＩ処理のために決定された好適なサブ帯域の
セットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセットを選択する、請求項４
２に記載のユーザ機器。
【請求項４９】
　無線通信のためのコンピュータにより実行可能なコードを記憶する、一時的でないコン
ピュータ読取可能な媒体であって、
　複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理を備えるフィードバック・コンフィギュレーシ
ョン情報を、ユーザ機器により、受信することと、前記複数のＣＳＩ処理のおのおののＣ
ＳＩ処理は、チャネル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの内
の１つのＣＳＩ－ＲＳリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－Ｉ
Ｍ）リソースのＣＳＩ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、おのお
ののＣＳＩ－ＲＳリソースは、非ゼロ電力リソースを備え、おのおののＣＳＩ－ＩＭリソ
ースは、ゼロ電力リソースを備え、ここにおいて、前記フィードバック・コンフィギュレ
ーション情報は、基地局からのシグナリングを通して、複数の許容できるランク値セット
に関連付けられ、ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのラ
ンク・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（
ＲＩ－ＰＭＩペア）を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアは、ＣＳＩレポ
ートにおいてレポートされることになり、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記基地局からの前記シグナリングに基づいて、前記複
数の許容できるランク値セットからの許容できるランク値セットを決定することと、
　おのおのＣＳＩ処理に対して、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた、前記ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースと、ＣＳＩ－ＩＭリソースと、ＲＩ－ＰＭＩペアとに基づいて、少なくとも１つの
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定することと、
　前記複数のＣＳＩ処理のおのおのＣＳＩ処理に対して、ＣＳＩレポートを前記基地局へ
送信することと
　のためのコードを備え、前記ＣＳＩレポートは、前記少なくとも１つのＣＱＩの１つ以
上のＣＱＩを含んでおり、前記ＣＳＩ処理に関連付けられた前記ＲＩ－ＰＭＩペアを含み
、前記ＣＳＩ処理のおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩ
とＰＭＩとは、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースにおけるチャネル測定と、前記ＣＳＩ－ＩＭリ
ソースにおける干渉測定とに基づいて決定される、一時的でないコンピュータ読取可能な
媒体。
【請求項５０】
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　無線通信のためのコンピュータにより実行可能なコードを記憶する、一時的でないコン
ピュータ読取可能な媒体であって、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
フィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを、ユーザ機器により、受信す
ることと、ここで、前記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ
処理として指定され、ここにおいて、前記第１のＣＳＩ処理および前記第２のＣＳＩ処理
のおのおのは、チャネル推定のための複数のＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの
内の１つのＣＳＩ－ＲＳリソースと、干渉推定のための複数のＣＳＩ干渉測定（ＣＳＩ－
ＩＭ）リソースのＣＳＩ－ＩＭリソースとを示している情報を備え、ここにおいて、前記
第１のＣＳＩ処理および前記第２のＣＳＩ処理は、個別に設定されたＣＳＩ－ＲＳリソー
スとＣＳＩ－ＩＭリソースとのリンクによって定義され、ここにおいて、前記フィードバ
ック・コンフィギュレーション情報は、基地局からのシグナリングを通して、複数の許容
できるランク値セットに関連付けられ、ここで、おのおのの許容できるランク値セットは
、少なくとも１つのランク・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ
（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア）を備え、ここで、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭ
Ｉペアは、ＣＳＩレポートにおいてレポートされることになり、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはＲＩのうちの少なくとも１つを、ユーザ機器により、決定すること
と、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定された少なくとも前記サブ帯域選択または前記ＲＩ
に基づいて、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を、ユーザ機器により、決定する
ことと、
　前記第１のＣＳＩ処理または前記第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣ
ＳＩ情報を送信することと、
のためのコードを備え、前記ＣＳＩ処理のおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲ
Ｉ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、前記ＣＳＩ－ＲＳリソースにおけるチャネル測定と
、前記ＣＳＩ－ＩＭリソースにおける干渉測定とに基づいて決定される、一時的でないコ
ンピュータ読取可能な媒体。

【発明の詳細な説明】
【関連出願に対する相互参照】
【０００１】
　本願は、「改善されたＭＩＭＯサポートのためのランク特有のフィードバック」（RANK
-SPECIFIC FEEDBACK FOR IMPROVED MIMO SUPPORT）と題され２０１２年５月１１日に出願
された米国仮特許出願６１／６４６，２０３号と、「改善されたＭＩＭＯサポートのため
のランク特有のフィードバック」（RANK-SPECIFIC FEEDBACK FOR IMPROVED MIMO SUPPORT
）と題され２０１２年８月２３日に出願された米国仮特許出願６１／６９２，６６４号と
、「改善されたＭＩＭＯサポートのためのランク特有のフィードバック」（RANK-SPECIFI
C FEEDBACK FOR IMPROVED MIMO SUPPORT）と題され２０１３年３月３日に出願された米国
特許出願１３／８８７，１６８号と、の利益を主張する。これらの開示は、全体が本明細
書において参照によって明確に組み込まれている。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に通信システムに関し、さらに詳しくは、複数のアンテナを備える端末
をサポートする無線通信ネットワークに関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、例えば電話技術、ビデオ、データ、メッセージング、およびブロ
ードキャストのようなさまざまな通信サービスを提供するように広く開発された。一般に
、無線通信システムは、利用可能なシステム・リソース（例えば、帯域幅、送信電力）を
共有することにより、複数のユーザとの通信をサポートすることができる多元接続技術を
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適用しうる。このような多元接続技術の例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングル・キャリア周波数分割多元接続（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同時符号分割多元接続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）シ
ステムを含む。
【０００４】
　これらの多元接続技術は、異種の無線デバイスが、市レベル、国レベル、地方レベル、
あるいは地球レベルでさえも通信することを可能にする共通のプロトコルを提供するため
に、さまざまな通信規格に採用されている。最新の通信規格の一例は、ロング・ターム・
イボリューション（ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナシップ計画（３ＧＰＰ
）によって公布されたユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴＳ）モバイル規格に
対する強化のセットである。これは、スペクトル効率を改善することによってモバイル・
ブロードバンド・インターネット・アクセスのためのサポートを改善し、コストを低減し
、サービスを改善し、新たなスペクトルを活用し、ダウンリンク（ＤＬ）においてＯＦＤ
ＭＡを、アップリンク（ＵＬ）においてＳＣ－ＦＤＭＡを、および、複数入力複数出力（
ＭＩＭＯ）アンテナ技法を用いて他のオープンな規格と統合する。しかしながら、モバイ
ル・ブロードバンド・アクセスに対する需要が増加しているので、ＬＴＥ技術をさらに発
展させる必要性がある。好適には、これらの改善は、これらの技術を適用するその他の多
元接続技術および通信規格に適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　ＬＴＥネットワークでは、ＵＥは、シングル・ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モー
ドまたはマルチ・ユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）モードで動作し、ＵＥは、基地局ス
ケジューリングの決定に基づいて、ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩＭＯとの間を動的に切り
換えうる。しかしながら、ＵＥは単に、可能性のあるすべてのランクのために必ずしも最
適でもバランスされている訳でもない単一のプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ
）を提供する。本開示のさまざまな態様は、複数のランクのための複数のＰＭＩ、または
、異なるランク間でバランスされている単一のＰＭＩ、を提供することに関する。端末に
よって、複数のＰＭＩまたはバランスされたＰＭＩを提供することは、ＵＥが単一のラン
クに基づいて単一のＰＭＩのみを提供する場合に比べて、複数のランクに対する改善され
たパフォーマンスを可能にする。
【０００６】
　本開示の態様では、ＵＥは、ＵＥチャネル状態情報フィードバックのためプリコーディ
ング行列インジケータ（ＰＭＩ）を用いるように構成されうる。ＰＭＩは、ＵＥによって
フォードバックされる、ＭＩＭＯ動作に関連している信号を備えうる。ＰＭＩは、ＵＥお
よび基地局によって共有されているコードブック内のプリコーダのインデクスに対応しう
る。ＰＭＩは、ＵＥによって基地局へシグナルされるランク・インジケータ（ＲＩ）に関
連付けられうる。これは、空間多重化のために有用な送信レイヤの数に対応する。サポー
トされているＰＭＩのタイプは、チャネル状態情報フィードバックのタイプに依存しうる
。ＵＥは、ＰＭＩをレポートしうる。ＰＭＩは、異なるランク間でバランスされたパフォ
ーマンスを目標とし、ＰＭＩ選択におけるトレードオフの必要性を低減しながら、複数の
ランク・レポートを可能にする。
【０００７】
　本開示の態様では、複数のチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック・インスタンス
を定義するフィードバック・コンフィギュレーション情報が、ＵＥによって受信される。
おのおののＣＳＩフィードバック・インスタンスは、許容できるランク値のセットのうち
の１つにおいて調整される。
【０００８】
　本開示の態様では、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＲＩおよびＰＭＩが決定
される。
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【０００９】
　本開示の態様では、ＣＳＩフィードバックが、ＣＳＩフィードバック・インスタンスの
うちの１または複数のために提供される。ＣＳＩフィードバックは、ＣＳＩインスタンス
のおのおのに対応するＲＩおよびＰＭＩを備えうる。
【００１０】
　本開示の態様では、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するチャネル品質インジケー
タ（ＣＱＩ）が決定される。ＣＳＩフィードバックは、ＣＳＩインスタンスのおのおのに
対応するＣＱＩを備える。ＰＭＩは、１または複数のＣＳＩフィードバック・インスタン
スの周波数グラニュラリティを用いて決定されうる。周波数グラニュラリティは、１また
は複数のＣＳＩフィードバック・インスタンスのために選択されたランクに基づいて決定
されうる。
【００１１】
　本開示の態様では、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信することは、
おのおののＣＳＩフィードバック・インスタンスのために許容できるランク値を指定する
ビットマップを受信することと、ビットマップにおいて許容できると指定されたランク値
からＲＩを決定することによって、許容できるランク値のセットによって、おのおののＣ
ＳＩフォードバック・インスタンスを調整することと、を備える。フィードバック・コン
フィギュレーション情報を受信することは、おのおののＣＳＩフィードバック・インスタ
ンスのために許容できるＲＩおよびＰＭＩの組み合わせを指定するビットマップを受信す
ることを備えうる。ここで、ＲＩおよびＰＭＩは、ビットマップにおいて許容できるとし
て指定された組み合わせのために決定される。
【００１２】
　本開示の態様では、サブフレームの１または複数のセットのおのおのを、１または複数
のランク値に関連付けるシグナリングが受信されうる。そして、おのおののＣＳＩインス
タンスの許容できるランク値のセットが、基準サブフレームを含むサブフレーム・セット
に関連付けられた１または複数のランク値に基づいて決定されうる。フィードバック・コ
ンフィギュレーション情報は、ＣＳＩフィードバックをレポートするために使用されるラ
ンクを識別しうる。フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィー
ドバック・レポートを要求するＤＣＩフォーマットにおける追加ビットによって、ＲＩお
よびＰＭＩがＣＳＩフィードバックにおいてレポートされる複数のランクを識別しうる。
フィードバック情報は、ＲＲＣベースのコンフィギュレーションによって、許容できるラ
ンク値のセットを識別しうる。
【００１３】
　本開示の態様では、複数のサブ帯域から、サブ帯域のセットを決定することと、サブ帯
域のセットに対応する第１のＣＳＩフィードバック・レポートを提供することと、複数の
サブ帯域に対応する第２のＣＳＩフィードバック・レポートを提供することとによって、
１または複数のランクのＣＳＩフィードバックが提供されうる。
【００１４】
　本開示の態様では、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＲＩおよびＰＭＩは、チ
ャネル測定リソースにおけるチャネル測定と、干渉測定リソースにおける干渉測定とに基
づいて決定されうる。フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳ
Ｉフィードバック・インスタンスのコードブック内の１または複数のＰＭＩをディセーブ
ルする。
【００１５】
　本開示の態様では、無線通信のための方法、装置、およびコンピュータ読取可能な媒体
が提供される。この装置は、複数の許容できるランク値セットをチャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）フィードバック処理セットへ関連付けるフィードバック・コンフィギュレーション情
報を受信する。許容できるおのおののランク値セットは、少なくとも１つのランク・イン
ジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭ
Ｉペア）を含む。おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳ
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Ｉフィードバック処理を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、複数の許容でき
るランク値セットからの許容できるランク値セットに基づく。この装置は、複数の許容で
きるランク値セットに基づいて、選択される許容できるランク値セットを決定する。ここ
で、装置は、この選択を、基地局からのシグナリングに基づかせる。装置は、選択された
許容できるランク値セットに対応する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアを決定し；少な
くとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定し、ここで、おのおののＣＱＩ
は、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに対応し；少なくとも１つのＲＩ－
ＰＭＩペアと少なくとも１つのＣＱＩとを含むＣＳＩレポートを基地局へ送信する。
【００１６】
　本開示の別の態様では、装置は、少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理お
よび第２のＣＳＩ処理を定義するフィードバック・コンフィギュレーション・シグナリン
グを受信する。ここで、第１のＣＳＩ処理は、第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理
として指定される。この装置は、第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、第
１のＣＳＩ処理のためのサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少な
くとも１つを決定し、第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択および／または
ＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定し、第１のＣＳＩ処理また
は第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣＳＩ情報を送信する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、ネットワーク・アーキテクチャの例を例示する図解である。
【図２】図２は、アクセス・ネットワークの例を例示する図解である。
【図３】図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図解である。
【図４】図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図解である。
【図５】図５は、ユーザ・プレーンおよび制御プレーンのためのラジオ・プロトコル・ア
ーキテクチャの例を例示する図解である。
【図６】図６は、アクセス・ネットワークにおけるイボルブド・ノードＢおよびユーザ機
器の例を例示する図解である。
【図７】図７は、無線ネットワークを例示する簡略図である。
【図８】図８は、無線通信の方法のフローチャートである。
【図９】図９は、典型的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータ・
フローを例示する概念的なデータ・フロー図である。
【図１０】図１０は、処理システムを適用する装置のためのハードウェア実装の例を例示
する図解である。
【図１１】図１１は、無線通信の方法のフローチャートである。
【図１２】図１２は、無線通信の方法のフローチャートである。
【図１３】図１３は、典型的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデー
タ・フローを例示する概念的なデータ・フロー図である。
【図１４】図１４は、処理システムを適用する装置のためのハードウェア実装の例を例示
する図解である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　添付図面とともに以下に説明する詳細説明は、さまざまな構成の説明として意図されて
おり、本明細書に記載された概念が実現される唯一の構成を表すことは意図されていない
。この詳細説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供することを目的とした具体的な詳
細を含んでいる。しかしながら、これらの概念は、これら具体的な詳細無しで実現されう
ることが当業者に明らかになるであろう。いくつかの事例では、周知の構成および構成要
素が、このような概念を曖昧にすることを避けるために、ブロック図形式で示されている
。
【００１９】
　通信システムのいくつかの態様が、さまざまな装置および方法に対する参照を用いて表
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されうる。これらの装置および方法は、さまざまなブロック、モジュール、構成要素、回
路、ステップ、処理、アルゴリズム等（集合的に「要素」と称される）によって、後述す
る詳細説明に記述されており、添付図面に例示される。これらの要素は、電子ハードウェ
ア、コンピュータ・ソフトウェア、またはこれら任意の組み合わせを用いて実現されうる
。これらの要素がハードウェアとしてまたはソフトウェアとして実現されるかは、特定の
アプリケーションおよびシステム全体に課せられている設計制約に依存する。
【００２０】
　例として、要素、要素の任意の部分、または、要素の任意の組み合わせが、１または複
数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実現されうる。プロセッサの例は、マイ
クロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィール
ド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、ステート・マシン、ゲート・ロジック、ディスクリート・ハードウェア回路、およ
びこの開示の全体にわたって記載されたさまざまな機能を実行するように構成されたその
他の適切なハードウェアを含んでいる。処理システムにおける１または複数のプロセッサ
は、ソフトウェアを実行しうる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミド
ルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語、またはその他で称されるに関わらず
、命令群、命令群セット、コード、コード・セグメント、プログラム・コード、プログラ
ム、サブプログラム、ソフトウェア・モジュール、アプリケーション、ソフトウェア・ア
プリケーション、パッケージ・ソフト、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行形
式、実行スレッド、手順、機能等を意味するように広く解釈されるものとする。
【００２１】
　したがって、１または複数の典型的な実施形態では、記載された機能は、ハードウェア
、ソフトウェア、ファームウェア、あるいはそれらの任意の組み合わせによって実現され
うる。ソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コンピュータ読取可能な媒体上に
格納されるか、あるいは、コンピュータ読取可能な媒体上の１または複数の命令群または
コードとして符号化されうる。コンピュータ読取可能な媒体は、コンピュータ記憶媒体を
含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされうる利用可能な任意の媒体である
。例として、限定することなく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、Ｒ
ＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記
憶装置またはその他の磁気記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コード手段を命
令群またはデータ構造の形式で搬送または格納するために使用され、しかも、コンピュー
タによってアクセスされうるその他任意の媒体を備えうる。前述した組み合わせもまた、
コンピュータ読取可能な媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２２】
　図１は、ＬＴＥネットワーク・アーキテクチャ１００を例示する図解である。ＬＴＥネ
ットワーク・アーキテクチャ１００は、イボルブド・パケット・システム（ＥＰＳ）１０
０と称されうる。ＥＰＳ１００は、１または複数のユーザ機器（ＵＥ）１０２、イボルブ
ドＵＭＴＳ地上ラジオ・アクセス・ネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）１０４、イボルブド
・パケット・コア（ＥＰＣ）１１０、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）１２０、およびオペ
レータのＩＰサービス１２２を含みうる。ＥＰＳは、他のアクセス・ネットワークと相互
接続しうるが、簡略のために、これらエンティティ／インタフェースは図示していない。
図示されるように、ＥＰＳは、パケット交換サービスを提供する。しかしながら、当業者
であれば容易に認識するであろうが、本開示にわたって示されているさまざまな概念は、
回路交換サービスを提供しているネットワークに拡張されうる。
【００２３】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは、イボルブド・ノードＢ（ｅＮＢ）１０６およびその他のｅＮＢ１０
８を含んでいる。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２向けのユーザ・プレーン・プロトコル終端
および制御プレーン・プロトコル終端を提供する。ｅＮＢ１０６は、バックホール（例え
ば、Ｘ２インタフェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続されうる。ｅＮＢ１０６はま
た、当業者によって、基地局、基地トランシーバ局、ラジオ基地局、ラジオ・トランシー
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バ、トランシーバ機能、基本サービス・セット（ＢＳＳ）、拡張サービス・セット（ＥＳ
Ｓ）、またはその他いくつかの適切な用語として称されうる。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０
２のために、ＥＰＣ１１０にアクセス・ポイントを提供する。ＵＥ１０２の例は、セルラ
電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯
情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディア・デバイス、ビ
デオ・デバイス、デジタル・オーディオ・プレーヤ（例えば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ
、ゲーム機、またはその他の類似の機能デバイスを含む。ＵＥ１０２はまた、当業者によ
って、移動局、加入者局、モバイル・ユニット、加入者ユニット、無線ユニット、遠隔ユ
ニット、モバイル・デバイス、無線デバイス、無線通信デバイス、遠隔デバイス、モバイ
ル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、無線端末、遠隔端末、ハンドセット、ユーザ
・エージェント、モバイル・クライアント、クライアント、またはその他いくつかの適切
な用語で称されうる。
【００２４】
　ｅＮＢ１０６は、Ｓ１インタフェースによってＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１
０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１１２、その他のＭＭＥ１１４、サービス
提供ゲートウェイ１１６、およびパケット・データ・ネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェ
イ１１８を含む。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処
理する制御ノードである。一般に、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理を提供する。す
べてのユーザＩＰパケットは、ＰＤＮゲートウェイ１１８に接続されているサービス提供
ゲートウェイ１１６を介して転送される。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、ＵＥにＩＰアド
レス割当のみならず、その他の機能も提供する。ＰＤＮゲートウェイ１１８は、オペレー
タのＩＰサービス１２２に接続される。オペレータのＩＰサービス１２２は、インターネ
ット、イントラネット、ＩＰマルチメディア・サブシステム（ＩＭＳ）、およびＰＳスト
リーミング・サービス（ＰＳＳ）を含んでいる。
【００２５】
　図２は、ＬＴＥネットワーク・アーキテクチャにおけるアクセス・ネットワーク２００
の例を例示する図解である。この例では、アクセス・ネットワーク２００は、多くのセル
ラ領域（セル）２０２に分割される。１または複数の低電力クラスのｅＮＢ２０８は、こ
れらセル２０２のうちの１または複数とオーバラップするセルラ領域２１０を有しうる。
低電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムト・セル（例えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））
、ピコ・セル、ミクロ・セル、または遠隔ラジオ・ヘッド（ＲＲＨ）でありうる。マクロ
ｅＮＢ２０４はおのおの、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２内のすべて
のＵＥ２０６のためにＥＰＣ１１０へアクセス・ポイントを提供するように構成されてい
る。アクセス・ネットワーク２００のこの例では、中央コントローラは存在しないが、別
の構成では、中央コントローラが使用されうる。ｅＮＢ２０４は、ラジオ・ベアラ制御、
許可制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、および、サービス提供ゲ
ートウェイ１１６への接続を含むすべてのラジオ関連機能を担当する。
【００２６】
　アクセス・ネットワーク２００によって適用される変調および多元接続スキームは、展
開されている特定の通信規格に依存して変動しうる。ＬＴＥアプリケーションでは、周波
数分割デュプレクス（ＦＤＤ）と時分割デュプレクス（ＴＤＤ）との両方をサポートする
ために、ＤＬでＯＦＤＭが使用され、ＵＬでＳＣ－ＦＤＭＡが使用される。当業者であれ
ば、後述する詳細記載から容易に認識されるように、本明細書で示されたさまざまな概念
が、ＬＴＥアプリケーションにも同様に適合することを認識するであろう。しかしながら
、これらの概念は、その他の変調技術および多元接続技術を適用するその他の通信規格へ
容易に拡張されうる。例によれば、これらの概念は、イボリューション・データ・オプテ
ィマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）へ拡張
されうる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリの一部として第３
世代パートナシップ計画２（３ＧＰＰ２）によって公布されたエア・インタフェース規格
であり、移動局へのブロードバンド・インターネット・アクセスを提供するためにＣＤＭ
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Ａを適用する。これらの概念は、例えばＴＤ－ＳＣＤＭＡのように、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ
－ＣＤＭＡ）およびＣＤＭＡのその他の派生を適用するユニバーサル地上ラジオ・アクセ
ス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを適用するグローバル移動体通信（ＧＳＭ（登録商標））、お
よびＯＦＤＭＡを適用するイボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ　８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２．２０、
およびフラッシュＯＦＤＭに拡張されうる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ
、およびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。適用されている実際の無線通信
規格および多元接続技術は、特定のアプリケーションと、システムに課せられている全体
的な設計制約とに依存するであろう。
【００２７】
　ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有しうる。ＭＩＭＯ技
術を使用することにより、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送
信ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用できるようになる。空間多重化は
、同じ周波数で、異なるデータ・ストリームを同時に送信するために使用されうる。デー
タ・ストリームは、データ・レートを高めるために単一のＵＥ２０６へ、全体的なシステ
ム容量を高めるために複数のＵＥ２０６へ、送信されうる。これは、各データ・ストリー
ムを空間的にプリコードし（すなわち、振幅およびフェーズのスケーリングを適用し）、
空間的にプリコードされた各ストリームを、複数の送信アンテナを介してＤＬで送信する
ことによって達成される。この空間的にプリコードされたデータ・ストリームは、異なる
空間シグニチャを持つＵＥ（単数または複数）２０６に到着する。これによって、ＵＥ（
単数または複数）２０６のおのおのは、ＵＥ２０６のために指定された１または複数のデ
ータ・ストリームを復元できるようになる。ＵＬでは、おのおののＵＥ２０６が、空間的
にプリコードされたデータ・ストリームを送信する。これによって、ｅＮＢ２０４は、空
間的にプリコードされた各データ・ストリームのソースを識別できるようになる。
【００２８】
　チャネル条件が良好な場合、空間多重化が一般に使用される。チャネル条件がさほど好
ましくない場合、送信エネルギを１または複数の方向に集中させるためにビームフォーミ
ングが使用されうる。これは、複数のアンテナを介した送信のために、データを空間的に
プリコードすることによって達成されうる。セルの端部における良好な有効通信範囲を達
成するために、単一のストリーム・ビームフォーミング送信が、送信ダイバーシティと組
み合わされて使用されうる。
【００２９】
　以下に続く詳細説明では、アクセス・ネットワークのさまざまな態様が、ＤＬでＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して記述されるだろう。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシ
ンボル内の多くのサブキャリアにおいてデータを変調するスペクトル拡散技術である。サ
ブキャリアは、正確な周波数で隔離されている。この間隔は、受信機が、サブキャリアか
らデータを復元することを可能にする「直交性」を提供する。時間領域では、ＯＦＤＭ間
シンボル干渉と格闘するために、各ＯＦＤＭシンボルにガード間隔（例えば、サイクリッ
ク・プレフィクス）が追加されうる。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＲＲ）を補
償するために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用しうる。
【００３０】
　図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図解３００である。フレーム
（１０ミリ秒）が、等しいサイズの１０のサブフレームに分割されうる。
【００３１】
おのおののサブフレームは、２つの連続する時間スロットを含みうる。おのおのがリソー
ス・ブロックを含む２つの時間スロットを表すために、リソース・グリッドが使用されう
る。リソース・グリッドは、複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソース・
ブロックは、おのおののＯＦＤＭシンボルにおける通常のサイクリック・プレフィクスに
ついて、周波数領域において１２の連続するサブキャリアを、時間領域において７つの連
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続するＯＦＤＭシンボルを、すなわち、８４のリソース要素を含んでいる。拡張されたサ
イクリック・プレフィクスのために、リソース・ブロックは、時間領域において６つの連
続したＯＦＤＭシンボルを含み、７２のリソース要素を有する。Ｒ３０２，３０４として
示されるような、リソース要素のいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ
－ＲＳは、（しばしば、共通ＲＳとも称される）セル特有のＲＳ（ＣＲＳ）３０２と、Ｕ
Ｅ特有のＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含んでいる。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理
ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマップされるリソース・ブロックにおいてのみ送信さ
れる。各リソース要素によって伝送されるビット数は、変調スキームに依存する。したが
って、ＵＥが受信するリソース・ブロックが増え、変調スキームが高くなると、ＵＥのた
めのデータ・レートが高くなる。
【００３２】
　図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図解４００である。ＵＬのた
めに利用可能なリソース・ブロックは、データ・セクションおよび制御セクションに分割
されうる。制御セクションは、システム帯域幅の２つの端部において形成され、設定可能
なサイズを有しうる。制御セクションにおけるリソース・ブロックは、制御情報の送信の
ために、ＵＥへ割り当てられうる。データ・セクションは、制御セクションに含まれてい
ないすべてのリソース・ブロックを含みうる。このＵＬフレーム構造の結果、データ・セ
クションは、連続するサブキャリアを含むようになる。これによって、データ・セクショ
ンにおいて連続するサブキャリアのすべてが単一のＵＥに割り当てられるようになる。
【００３３】
　ＵＥは、ｅＮＢへ制御情報を送信するために、制御セクションにおいてリソース・ブロ
ック４１０ａ，４１０ｂを割り当てられうる。ＵＥはまた、ｅＮＢへデータを送信するた
めに、データ・セクションにおいてリソース・ブロック４２０ａ，４２０ｂを割り当てら
れうる。ＵＥは、制御セクションにおいて割り当てられたリソース・ブロックで、物理Ｕ
Ｌ制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で制御情報を送信しうる。ＵＥは、データ・セクションに
おいて割り当てられたリソース・ブロックで、物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）で、
データのみ、または、データと制御情報との両方を送信しうる。ＵＬ送信は、サブフレー
ムの両スロットにおよび、周波数を越えてホップしうる。
【００３４】
　物理ランダム・アクセス・チャネル（ＰＲＡＣＨ）４３０における初期システム・アク
セスの実行と、ＵＬ同期の達成とのために、リソース・ブロックのセットが使用されうる
。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダム・シーケンスを伝送するが、どのＵＬデータ／シグナリ
ングも伝送することができない。ランダム・アクセス・プリアンブルはおのおの、６つの
連続するリソース・ブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数は、ネットワーク
によって指定される。すなわち、ランダム・アクセス・プリアンブルの送信は、ある時間
リソースおよび周波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨのための周波数ホッピングは無
い。ＰＲＡＣＨ試行は、単一のサブフレーム（１ミリ秒）で伝送されるか、少数の連続し
たサブフレームのシーケンスで伝送されうる。そして、ＵＥは、フレーム（１０ミリ秒）
毎に１回のＰＲＡＣＨ試行しか行わないことがある。
【００３５】
　図５は、ＬＴＥにおけるユーザ・プレーンおよび制御プレーンのためのラジオ・プロト
コル・アーキテクチャの例を例示する図解５００である。ＵＥおよびｅＮＢのためのラジ
オ・プロトコル・アーキテクチャが、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、お
よびレイヤ３を用いて図示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は、最下位レイヤであり、さ
まざまな物理レイヤ信号処理機能を実施する。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５
０６と称されるだろう。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６上にあり、
物理レイヤ６０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００３６】
　ユーザ・プレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ
５１０と、ラジオ・リンク制御（ＲＬＣ）サブレイヤ５１２と、パケット・データ収束プ
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ロトコル（ＰＤＣＰ）サブレイヤ５１４とを含む。これらは、ネットワーク側におけるｅ
ＮＢにおいて終了する。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側におけるＰＤＮゲ
ートウェイ１１８で終了するネットワーク・レイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）を含む、Ｌ２
レイヤ５０８上のいくつかの上部レイヤと、（例えば、遠くのエンドＵＥ、サーバ等のよ
うな）接続の他端において終了するアプリケーション・レイヤとを有しうる。
【００３７】
　ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なるラジオ・ベアラと論理チャネルとの間の多重化を
提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、ラジオ送信オーバヘッドを低減するための
上部レイヤ・データ・パケットのためのヘッダ圧縮、データ・パケットを暗号化すること
によるセキュリティ、および、ｅＮＢ間のＵＥのためのハンドオーバ・サポートを提供す
る。ＲＬＣサブレイヤ５１２は、上部レイヤ・データ・パケットのセグメント化および再
アセンブル、喪失したデータ・パケットの再送信、および、ハイブリッド自動反復要求（
ＨＡＲＱ）による順不同な受信を補償するためのデータ・パケットの並べ替えを提供する
。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルと伝送チャネルとの間の多重化を提供する。
ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、１つのセル内のさまざまなラジオ・リソース（例えば、
リソース・ブロック）を、ＵＥ間に割り当てることをも担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１
０はまた、ＨＡＲＱ動作をも担当する。
【００３８】
　制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのためのラジオ・プロトコル・アーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能が無いことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）にラジオ・リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含んでいる。ＲＲＣサブレイ
ヤ５１６は、ラジオ・リソース（すなわち、ラジオ・ベアラ）を取得することと、ＲＲＣ
シグナリングを用いてｅＮＢとＵＥとの間に下部レイヤを設定することと、を担当する。
【００３９】
　図６は、アクセス・ネットワークにおいてＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コア・ネットワークからの上部レイヤ・パケットが、コント
ローラ／プロセッサ６７５へ提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイ
ヤの機能を実現する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、さまざまな優先度
判定基準に基づいて、ヘッダ圧縮、暗号化、パケット・セグメント化および並べ替え、論
理チャネルと伝送チャネルとの間の多重化、および、ＵＥ６５０へのラジオ・リソース割
当を提供する。さらに、コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作、喪失パ
ケットの再送信、およびＵＥ６５０へのシグナリングを担当する。
【００４０】
　送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のためのさま
ざまな信号処理機能を実現する。この信号処理機能は、ＵＥ６５０におけるフォワード誤
り訂正（ＦＥＣ）を容易にするための符号化およびインタリービング、および、さまざま
な変調スキーム（例えば、バイナリ・フェーズ・シフト・キーイング（ＢＰＳＫ）、直交
フェーズ・シフト・キーイング（ＱＰＳＫ）、Ｍフェーズ・シフト・キーイング（Ｍ－Ｐ
ＳＫ）、Ｍ直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づく信号コンステレーションへのマッピン
グ、を含む。符号化および変調されたシンボルは、その後、並行なストリームへ分割され
る。おのおののストリームはその後、ＯＦＤＭサブキャリアへマップされ、時間領域およ
び／または周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）とともに多重化され、そ
の後、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を用いてともに結合されることにより、時間領域
ＯＦＤＭシンボル・ストリームを伝送する物理チャネルが生成される。このＯＦＤＭスト
リームは、空間的にプリコードされ、複数の空間ストリームが生成される。チャネル推定
器６７４からのチャネル推定値は、空間処理のためのみならず、符号化および変調スキー
ムを決定するためにも使用されうる。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信された
チャネル条件フィードバックおよび／または基準信号から導出されうる。おのおのの空間
ストリームはその後、個別の送信機６１８ＴＸを介して別々のアンテナ６２０へ提供され
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る。おのおのの送信機６１８ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用いて
ＲＦキャリアを変調する。
【００４１】
　ＵＥ６５０では、おのおのの受信機６５４ＲＸが、それぞれのアンテナ６５２を介して
信号を受信する。おのおのの受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリアへ変調された情報を復元
し、この情報を、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６へ提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、
Ｌ１レイヤのさまざまな信号処理機能を実施する。ＲＸプロセッサ６５６は、この情報に
対して空間処理を実行し、ＵＥ６５０のために向けられた任意の空間ストリームを復元す
る。複数の空間ストリームが、ＵＥ６５０に向けられている場合、これらは、ＲＸデータ
・プロセッサ６５６によって、単一のＯＦＤＭシンボル・ストリームへ結合されうる。Ｒ
Ｘプロセッサ６５６は、その後、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を用いて、ＯＦＤＭシンボ
ル・ストリームを、時間領域から周波数領域へ変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信
号のおのおののサブキャリアの個別のＯＦＤＭシンボル・ストリームを備える。おのおの
のサブキャリアにおけるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ６１０によって送信された
最も可能性の高いコンステレーション・ポイントを判定することによって復元および復調
される。これら軟判定は、チャネル推定器６５８によって計算されたチャネル推定値に基
づきうる。これら軟判定はその後、復号およびデインタリーブされ、物理チャネル上でｅ
ＮＢ６１０によって送信されたオリジナルのデータ信号および制御信号が復元される。デ
ータ信号および制御信号はその後、コントローラ／プロセッサ６５９へ提供される。
【００４２】
　コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／プロセッ
サは、プログラム・コードおよびデータを格納するメモリ６６０に関連付けられうる。メ
モリ６６０は、コンピュータ読取可能な媒体と称されうる。ＵＬでは、制御／プロセッサ
６５９は、コア・ネットワークからの上部レイヤ・パケットを復元するために、伝送チャ
ネルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再アセンブリ、解読、ヘッダ伸張、制御
信号処理を提供する。Ｌ２レイヤ上のすべてのプロトコル・レイヤを表す上部レイヤ・パ
ケットは、その後、データ・シンク６６２へ提供される。データ・シンク６６２へは、Ｌ
３処理のためにも、さまざまな制御信号が提供されうる。コントローラ／プロセッサ６５
９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにアクノレッジメント（ＡＣＫ）および／ま
たは否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）プロトコルを用いて、誤り検出を担当する。
【００４３】
　ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ６５９へ上部レイヤ・パケットを提供するために
、データ・ソース６６７が使用される。データ・ソース６６７は、Ｌ２レイヤ上のすべて
のプロトコル・レイヤを表す。ｅノードＢ６１０によるＤＬ送信に関して記載された機能
と同様に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮、暗号化、パケット・セグメ
ント化および並べ替え、および、ｅＮＢ６１０によるラジオ・リソース割当に基づく論理
チャネルと伝送チャネルとの間の多重化を提供することによって、ユーザ・プレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実現する。さらに、コントローラ／プロセッサ６５
９はまた、ＨＡＲＱ動作、喪失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリング
を担当する。
【００４４】
　ｅＮＢ６１０によって送信されたフィードバックまたは基準信号から、チャネル推定器
６５８によって導出されたチャネル推定値が、適切な符号化スキームおよび変調スキーム
を選択するために、および、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ６６８によっ
て使用されうる。ＴＸデータ・プロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、
個別の送信機６５４ＴＸを介して別のアンテナ６５２に提供される。おのおのの送信機６
５４ＴＸは、送信のために、それぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調する
。
【００４５】
　ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して記載されたものと類似した方式で
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、ｅＮＢ６１０において処理される。おのおのの受信機６１８ＲＸは、それぞれのアンテ
ナ６２０を介して信号を受信する。おのおのの受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリアへ変調
された情報を復元し、この情報を、ＲＸデータ・プロセッサ６７０へ提供する。ＲＸプロ
セッサ６７０は、Ｌ１レイヤを実現しうる。
【００４６】
　コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤを実現する。コントローラ／プロセッ
サ６７５は、プログラム・コードおよびデータを格納するメモリ６７６に関連付けられう
る。メモリ６７６は、コンピュータ読取可能な媒体と称されうる。ＵＬでは、制御／プロ
セッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上部レイヤ・パケットを復元するために、伝送チャネ
ルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケット再アセンブリ、解読、ヘッダ伸張、制御信
号処理を提供する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上部レイヤ・パケットは、コ
ア・ネットワークへ提供されうる。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動
作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを用いて、誤り検出を
担当する。
【００４７】
　図７は、ＬＴＥネットワークを備えうる無線ネットワークの単純化された概念図である
。ＬＴＥネットワークでは、ダウンリンク送信モードが、ＵＥ７０４のために準静的に形
成されうる。ＰＤＳＣＨ７０６の送信は、例えばＤＭ－ＲＳのようなＵＥ特有の基準信号
を含みうる。ＭＩＭＯの場合、ｅＮＢ７０２スケジューリングは、ＵＥ７０４がシングル
・ユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）モードで動作しているか否か、または、ＵＥ７０４
がマルチ・ユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）動作で別のＵＥと同一スケジュールされて
いるか否か、を決定しうる。ＵＥ７０２は、ｅＮＢ７０２によって決定されたスケジュー
リング要求に基づいて、ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩＭＯとを動的に切り換えられうる。
【００４８】
　ＵＥ７０４は、ＵＥ７０４チャネル状態情報フィードバックのためにＰＭＩを用いるよ
うに構成されうる。ＰＭＩは一般に、ＵＥ７０４によってｅＮＢ７０２へフォードバック
される信号を備える。これは、現在のＭＩＭＯ動作／モードに関連し、ＵＥ７０４および
ｅＮＢ７０２によって共有されているコードブック内のプリコーダのインデクスに対応す
る。プリコーダ・インデクスは一般に、データ・ビットの総数を最大化するように選択さ
れる。これは、すべてのダウンリンク空間送信レイヤを介して受信されうる。ＰＭＩは、
ＲＩに関連付けられる。ＲＩは、ＵＥ７０４によってｅＮＢ７０２にシグナルされ、ＵＥ
が決定した使用可能な送信レイヤの数に対応し、（ＵＥ７０４によって決定されたダウン
リンク・チャネルの推定値に基づいて）空間多重化のために使用されうる。ＲＩは、ＵＥ
７０４チャネル推定値に基づいて、ｅＮＢ７０２が、ＰＤＳＣＨ送信７０６を適応するこ
とを可能にする。
【００４９】
　サポートされているＰＭＩのタイプは、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック７
０８のタイプに依存しうる。例えば、ＣＳＩフィードバック７０８は、広帯域シングルＰ
ＭＩモードのため、および／または、ＵＥが選択したシングルＰＭＩモードのために、定
期的にレポートされうる。別の例において、ＣＳＩフォードバック７０８は、広帯域マル
チＰＭＩモードのために、ＵＥが選択したマルチＰＭＩモードのために、および／または
、より高いプロトコル・レイヤにおいて構成されたシングルＰＭＩモードのために、非定
期的にレポートされうる。ＣＳＩレポート・モードのおのおのについて、ＲＩは一般に、
ダウンリンク・スループットを最大化するためにレポートされ、レポートされたＰＭＩは
、レポートされたＲＩにおいて調整される。
【００５０】
　いくつかの状況では、ＵＥ７０４によってレポートされたＲＩは、ｅＮＢ７０２による
ＵＥ７０４へのＰＤＳＣＨ送信７０６のスケジューリングのために意図されたランクと揃
えられない場合がありうる。例えば、ＵＥ７０４はランク２をレポートしうる一方、ｅＮ
Ｂ７０２は、ランク１を用いて、および／または、ＭＵ－ＭＩＭＯ動作を用いて、ＵＥ７
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０４のためにＰＤＳＣＨをスケジュールしうるか、スケジュールすることを意図しうる。
さらに、ＰＭＩはあるランクに対応しているので、レポートされた第１のＲＩにおいて調
整された第１のＰＭＩから取得されるプリコーディング情報は、レポートされた第２のＲ
Ｉのために最適ではないかもしれない。さらに、コードブックに含まれるＰＭＩの数は、
ランクによって変動しうる。そして、第１のランクのためにレポートされたＰＭＩインデ
クスは、第２のランクのためのコードブック・エントリのためのＰＭＩインデクスに必ず
しも等しくはないことがありうる。
【００５１】
　第１の実施形態では、ＵＥ７０４は、異なるランク間でバランスされたパフォーマンス
を目指すＰＭＩとＲＩとの組み合わせをレポートしうる。例えば、ＵＥ７０４は、ランク
２のために非最適なＰＭＩをレポートしうる。これは、一例では、最適なランク２パフォ
ーマンスからの５％の変化を提供しうるが、ランク１プリコーダが、最適なランク２　Ｐ
ＭＩから抽出された場合に、ランク１において著しく良好なパフォーマンスを達成する。
このアプローチは、ＳＵ－ＭＩＭＯパフォーマンスとＭＵ－ＭＩＭＯパフォーマンスとの
間の合理的なトレードオフをもたらしうる。しかしながら、本明細書に開示された代替ア
プローチは、マルチ・ランク・レポートを可能にし、ＰＭＩ選択におけるトレードオフの
必要性を低減する。すなわち、レポートするＰＭＩを選択する場合、ＵＥは、特定のラン
クにおける最良のパフォーマンスではなく、複数のランクにわたって全体的に最良なパフ
ォーマンスを提供するＰＭＩを抽出しうる。
【００５２】
　いくつかの実施形態は、ＳＵ－ＭＩＭＯ動作およびＭＵ－ＭＩＭＯ動作を高めうるマル
チ・ランク・フィードバック・レポートを提供する。一例において、複数の異なるランク
のおのおのに対応するＰＭＩが、異なる周波数グラニュラリティで、フィードバックにお
いて提供される。例えば、１つのＰＭＩは、広帯域ランクに対応する一方、別のＰＭＩは
、サブ帯域特有のランクに対応する。エンハンスされたＭＵ－ＭＩＭＯサポートの場合、
ＭＵ－ＭＩＭＯビーム選択を高めるために、サブ帯域レベルに、ランク１　ＰＭＩが提供
されうる一方、シングル広帯域ランク２またはより高次のＰＭＩが、ＳＵ－ＭＩＭＯ動作
のために十分でありうる。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、このようなレポートをいくつかのサブフレームにおいて要求
することによって、ランク特有のレポートが暗黙的にトリガされうる。ＵＥ７０４によっ
てレポートされるべきあるランクに関連付けられた、１または複数のサブフレーム・セッ
トが定義されうる。非定期的なレポートがトリガされた場合、ＵＥ７０４は、基準サブフ
レームが属するサブフレーム・セットに関連付けられたランクのためのＣＳＩフィードバ
ック７０８をレポートする。サブフレーム・セットはまた、複数のランクにも関連付けら
れうる。そして、複数のランクのＣＳＩフィードバック７０８は、例えば、ＰＵＳＣＨに
おける非定期的なフィードバックを用いて、同じレポートで伝送されうる。その他の態様
では、サブフレーム・セットが、複数のランクに関連付けられている場合、ＵＥはまた、
複数のランクのサブセットのみのためＣＳＩをダウンセレクトし、レポートしうる。ラン
ク特有のレポートは、ＲＩに関連付けられたＰＭＩ値およびＣＱＩ値を含みうる。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、マルチ・ランク・レポートのおのおののために、コードブッ
ク・サブセット制限が個別に設定されうる。１または複数のＰＭＩの使用は、増加された
ダウンロード・スループットの取得と、セル間干渉の低減とのために制限されうる。した
がって、複数のランク・レポートのおのおののために、ｃｏｄｅｂｏｏｋＳｕｂｓｅｔＲ
ｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎパラメータが個別に設定されうる。いくつかの実施形態では、既存
のビットマップが、マルチ・ランク動作を考慮するように修正されうる。例えば、１つの
ビットマップは、どのＰＭＩがランク毎ベースでディセーブルされるのかを指定しうる。
第２のビットマップは、マルチ・ランク・レポートのおのおのについて、どのランクがレ
ポートのために許容できるのかを指定しうる。
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【００５５】
　いくつかの実施形態では、ランク特有のレポートが、動的にトリガされうる。ＤＣＩフ
ォーマットにおける追加ビットは、ＣＳＩレポート７０８のためにどのランクが使用され
ているのかをＵＥ７０４に対して動的に示しうる。追加ビットはまた、ＵＥ７０４がシン
グル・ランク・レポートを提供すべきか、または、マルチ・ランク・レポートを提供すべ
きかをも示しうる。ランク特有のレポートは、キャリア・アグリゲーション・コンテキス
トにおける非定期的なＣＳＩトリガのために割り当てられた２ビット・フィールドを用い
て動的にトリガされうる。例えば、２ビット・フィールドは、３つの可能な組み合わせの
うちの１つを示すために使用されうる。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、２つの個別のＣＳＩレポートでフォードバックを提供するた
めに、ＰＵＳＣＨを用いた追加の非定期的ＣＳＩフィードバック・モードが、ＵＥ７０４
によって適用されうる。例えば、１つのレポートが、ＵＥ７０４が選択したサブ帯域のセ
ットに関連付けられた測定に対して調整されうる一方、その他のレポートが、利用可能な
すべてのサブ帯域に関連付けられた測定に対して調整されうる。ＵＥ７０４が選択したサ
ブ帯域は、ビットマップによってＵＥ７０４によってｅＮＢ７０２へ伝送されうる。ＵＥ
は、ＵＥが選択した好適なサブ帯域およびすべてのサブ帯域それぞれのために、異なるＲ
Ｉの下でＣＳＩフィードバック７０８を提供しうる。例えば、ＵＥ７０４は、ＭＵ－ＭＩ
ＭＯパフォーマンスを高めるために、ＵＥが選択したサブ帯域のためにランク１をレポー
トしうる一方、ランク１よりも高いランクに対応するＰＭＩ／ＣＱＩ情報は、広帯域ベー
スで伝送されうる。好適なサブ帯域を伝送する際におけるより高い柔軟性を可能にするた
めに、サブ帯域選択を伝送するために使用されるビットマップが、適用および／またはエ
ンハンスされうる。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、追加の定期的なＣＳＩフィードバック・モードのために、マ
ルチ・ランク・サポートが提供されうる。定期的なレポート・モードが使用される場合、
ＵＥ７０４は、ＲＲＣコンフィギュレーション７１０によってＵＥ７０４へシグナルされ
る予め定められたタイムラインにしたがってＣＳＩをレポートしうる。ＲＩと、レポート
された場合、プリコーダ・タイプ・フィードバックまたはプリコーダ・タイプ・インジケ
ータ（ＰＴＩ）は、一般に、個別のレポート・インスタンスでレポートされる。一般に、
ＰＭＩ／ＣＱＩレポートは、もしもレポートされているのであれば、最後に送信されたＲ
ＩおよびＰＴＩにおいて調整される。定期的なレポートのためのペイロードは、予め定義
されたビット数に制限されうる。したがって、マルチ・ランク・レポートのために、複数
の個別の定期的なレポート・インスタンスが設定されうる。各定期的なレポート・インス
タンスは、定期的なＣＳＩレポート・コンフィギュレーションの一部としてＲＲＣシグナ
リング７１０によって設定されたあるＲＩに結び付けられうる。いくつかの実施形態では
、ＵＥ７０４によってレポートされうる許容できるランクを制限するために、ランク制限
ビットマップが適用されうる。いくつかの実施形態では、ＲＩ送信は、ＣＳＩレポート７
０８において選択的に抑制されうる。これによって、ＲＩは、ＵＥ７０４によって送信さ
れうることも送信されないこともありうる。例えば、マルチ・ランク・フィードバックに
よって、ＵＥ７０４が１より多くの許容できる値から選択できる場合に、ＲＩが送信され
うる。単一のＲＩ値のみが許容できる場合、ＲＩレポートは省略されうる。ＰＴＩがＲＩ
とともにレポートされるべきであれば、レポートが送信されうるか、あるいは、単にＲＩ
フィールドが省略されうる。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、ランク特有のレポートは、協調マルチポイント送信（ＣｏＭ
Ｐ）ＣＳＩレポート・インスタンスに基づきうる。ＣｏＭＰでは、ＣＳＩレポート７０８
は、個別に設定されたチャネル測定リソース（ＣＭＲ）および干渉測定リソース（ＩＭＲ
）に基づきうる。ＣＭＲは、チャネル推定を実行するために、ＵＥ７０４によって使用さ
れる非ゼロ電力のＣＳＩ－ＲＳリソースを備えうる。複数のＣＭＲがサポートされ、Ｃｏ
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ＭＰ測定セットを備えうる。ＩＭＲは、干渉推定を実行するためにＵＥ７０４によって使
用されるゼロ電力および／または非ゼロ電力のＣＳＩ－ＲＳリソースを備えうる。１また
は複数のＩＭＲがサポートされうる。いくつかの実施形態では、複数のＣＳＩフィードバ
ック７０８インスタンスがＣｏＭＰによって利用可能であり、おのおののＣＳＩフィード
バック７０８インスタンスは、１つのＣＭＲおよび１つのＩＭＲのリンクによって定義さ
れうる。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、ランク制限は、おのおののＣＳＩフィードバック７０８イン
スタンスのために指定されうる。例えば、ＵＥ７０４は、特定のＣＳＩフィードバック７
０８インスタンスのために可能なＲＩ値のサブセットのみを考慮するように制限されうる
。１または複数のＣＳＩレポートが、そのようなＲＩ制限によって特徴付けられうる。ラ
ンク制限ビットマップは、ＵＥが選択したＲＩ値を備える単一のＣＳＩレポートが、ＣＳ
Ｉフィードバック７０８においてレポートされるべきである場合にのみ、ＵＥ７０４へ、
許容できるランク値をシグナルするように定義されうる。ランク制限ビットマップは、複
数のＣＳＩレポートが所望される場合、それぞれが個別のＣＳＩレポートに対応する複数
のランク制限を許可するように拡張されうる。例えば、２つのＣＳＩレポートが所望され
ているのであれば、１つは、ランク１のみに制限され、他の１つは、ランク１またはそれ
より高いランクが可能でありうる。
【００６０】
　いくつかの実施形態は、異なるＣＳＩレポート・コンフィギュレーション間の相互依存
を提供する。例えば、１つのレポート・コンフィギュレーションのためにＵＥ７０４によ
って選択されたラク（例えば、ランク１またはそれ以上のランク）が、別のＣＳＩレポー
ト・コンフィギュレーションのものと同じであれば、１つのレポートが省略されうる。な
ぜなら、これらレポートは、同一の情報を含みうるからである。いくつかの実施形態では
、例えば、レポートを生成するために異なるＩＭＲが使用され、ＲＩのみが同じである場
合のように、ＰＭＩ／ＣＱＩがコンフィギュレーション間で異なっているのであれば、レ
ポートが送信されうる。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、異なるレポート・インスタンスのためにＵＥが選択したＲＩ
にわたって、いくつかの調整が指定されうる。例えば、ＵＥ７０４は、別のレポート・コ
ンフィギュレーションに関連付けられたＲＩよりも長くない、１つのレポート・コンフィ
ギュレーションに関連付けられたＲＩを選択することが要求されうる。これによって、Ｓ
Ｕ－ＭＩＭＯパフォーマンスとＭＵ－ＭＩＭＯパフォーマンスとの間のトレードオフが容
易になる。いくつかの実施形態では、ＭＵ－ＭＩＭＯのためにＵＥ７０４によってレポー
トされるランクは、ＳＵ－ＭＩＭＯのためにレポートされるランクよりも長くないように
制約されうる。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、ＣｏＭＰ　ＣＳＩレポート・インスタンスを用いたランク特
有のレポートは、例えばサブフレーム・セット、動的トリガ等のような準静的シグナリン
グ、および／または、動的シグナリングと組み合わされうる。ランク制限ビットマップが
、シングルＣＳＩレポート・コンフィギュレーションを考慮する場合であっても、対応す
るＣＭＲおよびＩＭＲにマップする個別のＣＳＩフィードバック・インスタンスを設定す
ることによって、ランク制限された複数のレポート・コンフィギュレーションが達成され
うる。個別に設定されたＣＳＩレポート・コンフィギュレーションは、このようなランク
制限されたレポートのために必要とされうる。
【００６３】
　ランク制限は、ＳＵ－ＭＩＭＯとＭＵ－ＭＩＭＯとの間のパフォーマンス・トレードオ
フに関連付けられた一般的な利点に加えて、ＣｏＭＰとともに使用された場合に、さまざ
まな利点を提供する。ランク制限は、ネットワークが、いくつかのサブフレームにおいて
あるランクをスケジュールすることをイネーブルしうる。例えば、ＵＥ７０４が、例えば
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、マクロがアクティブである場合における「クリーンではない」サブフレームのようなサ
ブフレームのセットで、ランク１をレポートすることに制限される。これは、例えば、隣
接するピコ・セルのセル範囲拡張領域にあるＵＥ７０４のように、マクロ干渉によってイ
ンパクトを受ける別のクラスのＵＥ７０４のパフォーマンスを改善しうる。
【００６４】
　マルチ・ランクＰＭＩレポートに加えて、追加のＲＩ／ＰＭＩに対応する広帯域および
サブ帯域のＣＱＩがレポートされうる。いくつかの実施形態では、定期的なＣＳＩレポー
トが、ＣＳＩペイロードに対する制限にしたがう場合、主に非定期的なＣＳＩレポートを
用いて、追加のレポートが実行されうる。例えば、ＣＳＩペイロードは、レポート毎に１
１ビットに制限されうる一方、非定期的なＣＳＩレポートは、ＣＳＩペイロードにおいて
、より緩和された制限を有し、ここでは、ペイロード・サイズは、２０ＭＨｚシステムに
ついて、キャリア毎ベースで、約７０ビットに制限されうる。キャリア・アグリゲーショ
ンが使用される場合、非定期的なＣＳＩのためのペイロード・サイズに対する制限は、プ
ラス３００ビットに増加されうる。
【００６５】
　ＣｏＭＰのためランク制限されたＣＳＩフィードバックをサポートする別のアプローチ
は、基準ＣＳＩ処理を定義することである。例えば、同じランクを持つＣＳＩレポートを
実行するために２つのＣＳＩ処理が所望されるのであれば、これら２つのＣＳＩ処理のう
ちの１つが、「基準処理」として指定されうる。基準処理にリンクされているこれら２つ
のＣＳＩ処理のうちの他方は、その後、基準処理のものと同じランクを選択することに制
限されうる。基準処理およびリンクされた処理の指定は、ＲＲＣコンフィギュレーション
によって実行されうる。
【００６６】
　基準処理は、ＰＵＣＣＨモード２－１のために、ＲＩフィードバックおよびサブ帯域選
択に関連付けられうる。後者のケースの場合、ランクに類似して、基準処理にリンクされ
た何れかのＣＳＩ処理は、単に、基準処理のサブ帯域選択を再使用し、基準処理の「継承
された」特性に対して調整された残りのフィードバック・メトリック（例えば、ＰＭＩ、
ＣＱＩ）の計算を実行しうる。
【００６７】
　そのような基準処理の使用は、本明細書において対処されるいくつかの解決策に至る。
１つの態様では、基準処理の定義は、定期的なフィードバック・レポートのためのフィー
ドバック・タイムラインにインパクトを与える。特に、フィードバック・レポート・タイ
ムラインは、フィードバック・モードに依存して、以前のＲＩレポートおよび／またはＰ
ＭＩレポートに対して調整された広帯域および／またはサブ帯域のＰＭＩ／ＣＱＩレポー
トを含みうる。一般に、ＲＩは、システム帯域幅のすべてのＰＭＩ／ＣＱＩレポートにわ
たってサイクルするのに要する時間の整数倍である周期でレポートされる。例えば、ＰＵ
ＣＣＨモード２－１において、このようなサイクルは、帯域幅部分にわたって実行される
。したがって、基準処理が無い場合、ランクは、サイクル全体が完了した後にのみ変化し
うる。しかしながら、基準処理が設定された場合、ＲＩ周期またはオフセットは、基準処
理のＲＩが変化する一方、リンクされた処理がＰＭＩ／ＣＱＩレポートのサイクルを経験
するような方式で設定されることが可能でありうる。このケースでは、ＵＥが、最近レポ
ートされたＲＩ値を用いて直ちに開始すべきか否か、または、そうする前に、先ず、ＰＭ
Ｉ／ＣＱＩレポート・サイクルを完了させるべきか否かが明確ではない。ＵＥが、更新さ
れたＲＩ値を用いて直ちに起動するのであれば、（古いＲＩ対新しいＲＩについて調整す
る）ＰＭＩレポートとＣＱＩレポートとの間の矛盾を含むいくつかの問題が生じる。これ
らは、ＲＩレポートとＰＭＩレポートとの相反する組み合わせにおいて調整されると考え
られている。ＰＴＩ選択に対しても同様の問題が生じる。
【００６８】
　さらなる態様では、前述した相反性は、基準ＣＳＩ処理と、その１または複数のリンク
されたＣＳＩ処理との間のレポート・タイムラインの構成を制限することによって解決さ
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れうる。例えば、ＲＩレポート周期とＲＩ／ＰＭＩレポートの周期とを念入りに選択する
ことによって、ＲＩ、サブ帯域選択、またはＰＴＩ変化が、（例えば、ＲＩレポートが、
連続的に、または、近くのサブフレームにおいて生じるようにさせることによって）リン
クされたＣＳＩ処理のための相反する調整に至らないように、基準／リンク処理のレポー
ト・タイムラインが揃えられうる。
【００６９】
　別の態様では、前述した相反性は、基準処理のサブ帯域メトリック、または更新された
ＲＩまたはＰＴＩを直ちに適用しないことによって回避されうる。一方、リンクされた処
理が、ＰＭＩ／ＣＱＩレポート・サイクル内にある間に、ＲＩ、ＰＴＩ、またはサブ帯域
メトリックが変化するのであれば、ＵＥは、古いＲＩ、ＰＴＩ、またはサブ帯域メトリッ
クに基づいて継続するだろう。サイクルが完了した後にのみ、ＵＥは、基準処理のサブ帯
域情報、または更新されたＲＩまたはＰＩＴを用いるだろう。
【００７０】
　特定の態様では、基準処理およびリンクされた処理の間のサブ帯域選択またはＲＩまた
はＰＴＩは、基準処理のサブ帯域選択またはＲＩまたはＰＴＩに対するリンクされた処理
のＰＭＩ／ＣＱＩ計算を調整するのではなく、ダイレクトにリンクされうる。ＲＩまたは
ＰＴＩまたはサブ帯域選択をダイレクトにリンクすることによって、リンクされた各処理
について、ＲＩ、ＰＴＩ、またはサブ帯域選択は、リンクされた処理が、対応する値を変
えることができる時にしか変わらないことが保証される。このケースでは、リンクされた
処理のＰＭＩ／ＣＱＩ計算は、（基準処理ではなく）リンクされた処理のサブ帯域選択お
よびＲＩおよびＰＴＩのみに基づくように継続するであろう。しかしながら、リンクされ
た処理のサブ帯域選択およびＰＴＩおよびＲＩは、基準処理のサブ帯域選択およびＲＩお
よびＰＴＩにダイレクトに結び付けられるであろう。
【００７１】
　別の態様では、ＣＳＩ基準処理は、ＲＩのため、およびＰＵＣＣＨモード２－１におけ
るサブ帯域選択に関してしか議論されていないが、これは、例えばＰＵＳＣＨモード２－
２のようなその他のレポート・モードと、例えばプリコーディング・タイプ・インジケー
タ（ＰＴＩ）のようなその他のフィードバック・メトリックに拡張されうる。具体的には
、ＰＵＳＣＨモード２－２の場合、サブ帯域の好適なセットは、非定期的なレポートのた
めに選択される。基準処理を用いてＣＳＩ処理を設定することによって、ＵＥは、リンク
された処理の基準処理の好適なサブ帯域選択を再使用するように構成されうる。（８Ｔｘ
で設定された）ＰＵＣＣＨモード２－１における定期的なレポートのために使用されるＰ
ＴＩへの拡張に関して、基準処理からのＰＴＩ選択は、リンクされた処理によって再使用
されうる。これはまた、基準処理とリンクされたＣＳＩ処理との間で揃えられている広帯
域およびサブ帯域のＰＭＩ／ＣＱＩのレポート・タイムラインの利益を有する。
【００７２】
　図８は、無線通信の方法のフローチャート８００である。この方法はＵＥ　７０４によ
って実行されうる。
【００７３】
　ステップ８０２では、ＵＥ７０４が、複数のＣＳＩフィードバック・インスタンスを定
義するフィードバック・コンフィギュレーション情報を受信する。おのおののＣＳＩフィ
ードバック・インスタンスは、許容できるランク値のセットのうちの１つにおいて調整さ
れうる。いくつかの実施形態では、フィードバック・コンフィギュレーションを受信する
ことは、おのおののＣＳＩフィードバック・インスタンスのために許容できるランク値を
指定するビットマップを受信することを含む。いくつかの実施形態では、フィードバック
・コンフィギュレーションを受信することは、ビットマップにおいて許容できると指定さ
れるべきであるランク値からＲＩを決定することによって、許容できるランク値のセット
によって、おのおののＣＳＩフィードバック・インスタンスを調整することを含む。いく
つかの実施形態では、フィードバック・コンフィギュレーションを受信することは、おの
おののＣＳＩフィードバック・インスタンスのために許容できるＲＩとＰＭＩとの組み合
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わせを指定するビットマップを受信することを含む。そして、ＲＩおよびＰＭＩは、ビッ
トマップによって許容できると指定されている組み合わせのために決定されうる。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、フィードバック・コンフィギュレーションを受信することは
、サブフレームにおける１または複数のセットのおのおのを、１または複数のランク値に
関連付けるシグナリングを受信することを含む。いくつかの実施形態では、フィードバッ
ク・コンフィギュレーションを受信することは、基準サブフレームを含むサブフレーム・
セットに関連付けられた１または複数のランク値に基づいて、おのおののＣＳＩインスタ
ンスのために許容できるランク値のセットを決定することを含む。いくつかの実施形態で
は、フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ＣＳＩフィードバック７０８をレ
ポートするために使用されるランクを識別する。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的
なフィードバック・レポートを要求するＤＣＩフォーマットにおける追加ビットによって
、ＲＩおよびＰＭＩがＣＳＩフィードバック７０８においてレポートされる複数のランク
を識別する。フィードバック情報は、定期的なフィードバック・レポートのためのＲＲＣ
ベースのコンフィギュレーションによって、許容できるランク値のセットを識別しうる。
いくつかの実施形態では、フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおのの
ＣＳＩフィードバック・インスタンスのコードブック内の１または複数のＰＭＩをディセ
ーブルする。
【００７６】
　ステップ８０４では、ＵＥ７０４は、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＰＭＩ
およびＲＩを決定する。いくつかの実施形態では、ＰＭＩは、１または複数のＣＳＩフィ
ードバック・インスタンスのための周波数グラニュラリティを用いて決定される。周波数
グラニュラリティは、１または複数のＣＳＩフィードバック・インスタンスのために選択
されたランクに基づいて決定されうる。いくつかの実施形態では、ＰＭＩは、選択された
ＣＳＩフィードバック・インスタンスの周波数グラニュラリティを用いて決定されレポー
トされる。周波数グラニュラリティは、１または複数のＣＳＩフィードバック・インスタ
ンスのために選択されたランクに基づいて決定される。ＣＳＩフィードバック・インスタ
ンスのうちの１つのためにＰＭＩが決定されレポートされる周波数は、１つのＣＳＩフィ
ードバック・インスタンスに対応するランクに基づいて選択される。
【００７７】
　ステップ８０６では、ＵＥ７０４は、ＣＳＩフィードバック・インスタンスのうちの１
または複数のためにＣＳＩフィードバック７０８を提供する。ＣＳＩフィードバック７０
８は、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＲＩおよびＰＭＩを備える。１または複
数のランクのためのＣＳＩフォードバック７０８を提供することは、複数のサブ帯域から
サブ帯域のセットを決定することと、サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩフォード
バック・レポートを提供することと、複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩフィードバ
ック・レポートを提供することと、を含みうる。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＲＩおよびＰＭＩ
は、チャネル測定リソースにおけるチャネル測定と、干渉測定リソースにおける干渉測定
とに基づいて決定される。
【００７９】
　ステップ８０８では、ＵＥ７０４が、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＣＱＩ
を決定する。ＣＳＩフィードバック７０８は、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応する
ＣＱＩを備えうる。
【００８０】
　図９は、典型的な装置９０２における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータ・
フローを例示する概念的なデータ・フロー図９００である。装置は、ＵＥ７０４でありう
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る。装置は、複数のＣＳＩフィードバック・インスタンスを定義するフィードバック・コ
ンフィギュレーション情報を受信する受信モジュール９０４と、ＣＳＩインスタンスに対
応するＲＩおよびＰＭＩを決定するモジュール９０６と、ＣＳＩインスタンスに対応する
ＣＱＩを決定するモジュール９０８と、ＣＳＩフォードバック７０８をｅＮＢ９０５に送
信する送信モジュール９１０とを含む。
【００８１】
　装置は、前述した図８のフローチャートにおけるアルゴリズムのステップのおのおのを
実行する追加モジュールを含みうる。このため、前述した図８のフローチャートのおのお
ののステップは、モジュールによって実行され、装置は、これらのモジュールのうちの１
または複数を含みうる。これらモジュールは、前述した処理／アルゴリズムを実行するよ
うに特別に構成された１または複数のハードウェア構成要素であるか、前述した処理／ア
ルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実行されうるか、プロセッサ
による実施のためにコンピュータ読取可能な媒体内に格納されうるか、またはこれらのい
くつかの組み合わせでありうる。
【００８２】
　図１０は、処理システム１０１４を適用する装置９０２’のためのハードウェア実装の
例を例示する図解１０００である。処理システム１０１４は、一般にバス１０２４によっ
て表されているバス・アーキテクチャを用いて実現されうる。バス１０２４は、全体的な
設計制約および処理システム１０１４の特定のアプリケーションに依存して、任意の数の
相互接続バスおよびブリッジを含みうる。バス１０２４は、プロセッサ１００４、モジュ
ール９０４，９０６，９０８，９１０、およびコンピュータ読取可能な媒体１００６によ
って表わされる１または複数のプロセッサおよび／またはハードウェア・モジュールを含
むさまざまな回路をともにリンクする。バス１０２４はさらに、例えば、タイミング・ソ
ース、周辺機器、電圧制御装置、および電力管理回路のようなその他さまざまな回路を接
続しうる。これらは、当該技術分野で良く知られているので、さらなる説明はしない。
【００８３】
　処理システム１０１４は、トランシーバ１０１０に接続されうる。トランシーバ１０１
０は、１または複数のアンテナ１０２０に接続されうる。トランシーバ１０１０は、送信
媒体を介してその他さまざまな装置と通信するための手段を提供する。処理システム１０
１４は、コンピュータ読取可能な媒体１００６に接続されたプロセッサ１００４を含む。
プロセッサ１００４は、コンピュータ読取可能な媒体１００６に格納されたソフトウェア
の実行を含む一般的な処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１００４によって実
行された場合、処理システム１０１４に対して、任意の特定の装置のために記載されたさ
まざまな機能を実行させる。コンピュータ読取可能な媒体１００６はまた、ソフトウェア
が実行されている場合に、プロセッサ１００４によって操作されるデータを格納するため
にも使用されうる。処理システムはさらに、モジュール９０４，９０６，９０８，９１０
のうちの少なくとも１つを含んでいる。モジュールは、プロセッサ１００４において動作
するソフトウェア・モジュールであるか、コンピュータ読取可能な媒体１００６に常駐／
格納されるか、プロセッサ１００４に接続された１または複数のハードウェア・モジュー
ルであるか、または、これらのある組み合わせでありうる。処理システム１０１４は、Ｕ
Ｅ６５０の構成要素でありうる。そして、メモリ６６０と、および／または、ＴＸプロセ
ッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のうちの少
なくとも１つとを含みうる。
【００８４】
　１つのコンフィギュレーションでは、無線通信のための装置９０２／９０２’は、複数
のＣＳＩフィードバック・インスタンスを定義するフィードバック・コンフィギュレーシ
ョン情報を受信する手段９０４と、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＲＩおよび
ＰＭＩを決定する手段９０６と、ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＣＱＩを決定
する手段９０８と、ＣＳＩフォードバック・インスタンスの１または複数のＣＳＩフィー
ドバック７０８を提供するモジュール９１０とを含む。
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【００８５】
　おのおののＣＳＩフィードバック・インスタンスは、許容できるランク値のセットのう
ちの１つにおいて調整され、ＣＳＩフィードバック７０８は、ＣＳＩインスタンスのおの
おのに対応するＲＩおよびＰＭＩを備えうる。ＣＳＩフィードバック７０８は、ＣＳＩイ
ンスタンスのおのおのに対応するＣＱＩを備えうる。ＰＭＩおよびＲＩは、ＣＳＩフィー
ドバック・インスタンスの周波数グラニュラリティを用いて決定され、これによって周波
数グラニュラリティは、１または複数のＣＳＩフィードバック・インスタンスのために選
択されたランクに基づいて決定される。
【００８６】
　フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩフィードバック・
インスタンスのために許容できるランク値を指定するビットマップを含みうる。フィード
バック・コンフィギュレーション情報は、ビットマップにおいて許容できると指定されて
いるランク値からＲＩを決定することによって、許容できるランク値のセットによって、
おのおののＣＳＩフィードバック・インスタンスを調整しうる。
【００８７】
　フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信する手段は、おのおののＣＳＩフ
ィードバック・インスタンスのために許容できるＲＩとＰＭＩとの組み合わせを指定する
ビットマップを受信し、ビットマップにおいて許容できるとして指定されている組み合わ
せのＲＩおよびＰＭＩを決定しうる。フィードバック・コンフィギュレーション情報は、
ＣＳＩフィードバック７０８をレポートするために使用されるランクを識別しうる。フィ
ードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レポートを要
求するＤＣＩフォーマットにおける追加ビットによって、ＲＩおよびＰＭＩがＣＳＩフィ
ードバック７０８においてレポートされる複数のランクを識別しうる。このフィードバッ
ク情報は、定期的なフィードバック・レポートのため、ＲＲＣベースのコンフィギュレー
ションによって、許容できるランク値のセットを識別しうる。
【００８８】
　１または複数のランクのためのＣＳＩフィードバック７０８を提供する手段は、複数の
サブ帯域からサブ帯域のセットを決定し、サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩフィ
ードバック・レポートを提供し、複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩフィードバック
・レポートを提供しうる。ＣＳＩインスタンスのおのおのに対応するＲＩおよびＰＭＩは
、チャネル測定リソースにおけるチャネル測定と、干渉測定リソースにおける干渉測定と
に基づいて決定されうる。フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおのの
ＣＳＩフィードバック・レポートのため、コードブック内の１または複数のＰＭＩをディ
セーブルしうる。
【００８９】
　前述した手段は、前述した手段によって記載されている機能を実行するように構成され
た装置９０２’の処理システム１０１４および／または装置９０２の前述したモジュール
のうちの１または複数でありうる。前述したように、処理システム１０１４は、ＴＸプロ
セッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９を含みう
る。そのため、１つの構成では、前述した手段は、前述した手段によって記述された機能
を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコン
トローラ／プロセッサ６５９でありうる。
【００９０】
　図１１は、無線通信の方法のフローチャート１１００である。この方法は、ＵＥ７０４
によって実行されうる。
【００９１】
　ステップ１１０２では、ＵＥ７０４は、複数の許容できるランク値セットをチャネル状
態情報（ＣＳＩ）フィードバック処理セットに関連付けるフィードバック・コンフィギュ
レーション情報を受信する。おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つの
ランク・インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア
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（ＲＩ－ＰＭＩペア）を含みうる。許容できるランク値セットはまた、いくつかのＲＩ－
ＰＭＩペアを除外しうる。おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１
つのＣＳＩフィードバック処理を含みうる。そして、おのおののＣＳＩフィードバック処
理は、複数の許容できるランク値セットからの許容できるランク値セットに基づきうる。
【００９２】
　ステップ１１０４では、ＵＥ７０４は、複数の許容できるランク値セットに基づいて、
選択される許容できるランク値セットを決定する。選択された許容できるランク値セット
は、複数の許容できるランク価を含んでいる。ＵＥ７０４は、この選択を、基地局（例え
ば基地局７０２）からのシグナリングに基づかせうる。さらに、選択される許容できるラ
ンク値セットは、ＣＳＩレポートがスケジュールされるサブフレームの１または複数のセ
ットに基づいて決定されうる。
【００９３】
　ステップ１１０６では、ＵＥ７０４は、選択された許容できるランク値セットに対応す
る少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアを決定する。態様では、決定された少なくとも１つ
のＲＩ－ＰＭＩペアのうちのＰＭＩは、選択された許容できるランク値セットのうちの複
数の許容できるランク値に対して最適なパフォーマンスを与えるＰＭＩに相当する。ステ
ップ１１０８では、ＵＥ７０４は、少なくとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ
）を決定する。おのおののＣＱＩは、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに
対応しうる。ステップ１１１０では、ＵＥ７０４は、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペア
および少なくとも１つのＣＱＩを含むＣＳＩレポートを基地局へ送信しうる。
【００９４】
　態様では、フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバッ
ク・レポートを要求する、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビ
ットによって、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアがＣＳＩレポートでレポートされる複
数の許容できるランク値セットを識別する。
【００９５】
　別の態様では、ＵＥ７０４は、おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付け
られた許容できるランク値セットを指定するビットマップを受信することと、ビットマッ
プにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つのＲＩを決定するこ
とにより、許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩフィードバック処理セ
ットを調整することとによって、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信し
うる。さらに、または、その代わりに、ＵＥ７０４は、おのおののＣＳＩフィードバック
処理セットに関連付けられた少なくとも１つの許容できるＲＩ－ＰＭＩペアを指定するビ
ットマップを受信することによって、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受
信しうる。ここで、ＲＩおよびＰＭＩは、ビットマップにおいて指定された少なくとも１
つの許容できるＲＩ－ＰＭＩペアについて決定される。
【００９６】
　さらなる態様では、ＣＳＩフィードバック処理セットのおのおのに関連付けられた少な
くとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、チャネル測定リソースにおけるチャ
ネル測定と、干渉測定リソースにおける干渉測定とに基づいて決定される。フィードバッ
ク・コンフィギュレーション情報は、おのおののフィードバック処理セットのためコード
ブック内の１または複数のＰＭＩをディセーブルしうる。
【００９７】
　さらに別の態様では、ＰＭＩは、少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のための
周波数グラニュラリティを用いて決定されうる。周波数グラニュラリティは、少なくとも
１つのＣＳＩフィードバック処理のために選択されたランク値に基づいて決定されうる。
フィードバック・コンフィギュレーション情報は、定期的なフィードバック・レポートの
ため、ＲＲＣベースのコンフィギュレーションによって、許容できるランク値セットを識
別しうる。さらに、ＵＥ７０４は、複数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定すること
と、サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩレポートを提供することと、複数のサブ帯
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域に対応する第２のＣＳＩレポートを提供することとによって、ＣＳＩレポートを送信し
うる。
【００９８】
　図１２は、無線通信の方法のフローチャート１２００である。この方法は、ＵＥ７０４
によって実行されうる。
【００９９】
　ステップ１２０２では、ＵＥ７０４は、少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）
処理および第２のＣＳＩ処理を定義するフィードバック・コンフィギュレーション・シグ
ナリングを受信する。第１のＣＳＩ処理は、第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理と
して指定されうる。ステップ１２０４では、ＵＥ７０４は、第１のＣＳＩ処理に関連付け
られた測定に基づいて、第１のＣＳＩ処理のためのサブ帯域選択またはランク・インジケ
ータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する。
【０１００】
　ステップ１２０６では、ＵＥ７０４は、第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域
選択および／またはＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定する。
第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、ＲＩ、プリコーディング行列インジケータ（Ｐ
ＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコーディング
・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを含みうる。第２のＣＳＩ処
理のためのＣＳＩ情報はさらに、ＰＴＩが第１のＣＳＩ処理のために設定されている場合
でかつ、第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が第１のＣＳＩ情報のためのＲＩに基づい
ている場合、第１のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＴＩに基づきうる。
【０１０１】
　態様では、第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、第１のＣＳＩ処
理に関連付けられたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて決定される。さらに、第
２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられたＰＭＩお
よびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、第１のＣＳＩ処理のサブ帯域選択および／
またはＲＩに関連する、相反する調整を回避するように構成される。
【０１０２】
　別の態様では、第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、第２のＣＳ
Ｉ処理のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、最後に
レポートされたサブ帯域選択、および／または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決
定される。
【０１０３】
　さらなる態様では、第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、第２の
ＣＳＩ処理の最後にレポートされたサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲ
Ｉに基づいて決定される。さらに、第２のＣＳＩ処理のサブ帯域選択および／またはＲＩ
は、第１のＣＳＩ処理のサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩから継承
される。
【０１０４】
　ステップ１２０８では、ＵＥ７０４は、第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のう
ちの少なくとも１つのためのＣＳＩ情報を送信する。態様では、第１のＣＳＩ処理および
第２のＣＳＩ処理は、定期的または非定期なフィードバック・レポートを用いるように設
定される。さらなる態様では、第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理が、物理アップ
リンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）モード２－２に基づいて、非定期的なフィードバック
・レポートを用いるように構成されているのであれば、第２のＣＳＩ処理は、第１のＣＳ
Ｉ処理のために決定された好適なサブ帯域のセットと同じとなるべき、関連付けられた好
適なサブ帯域のセットを選択する。
【０１０５】
　図１３は、典型的な装置１３０２における異なるモジュール／手段／構成要素間のデー
タ・フローを例示する概念的なデータ・フロー図１３００である。装置は、ＵＥ（例えば
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、ＵＥ７０４）でありうる。装置は、受信モジュール１３０４、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュ
ール１３０６、ＣＱＩ決定モジュール１３０８、許容可能ランク値決定モジュール１３１
０、サブ帯域／ＰＴＩ処理モジュール１３１２、ＣＳＩ処理モジュール１３１４、および
、送信モジュール１３１６を含む。
【０１０６】
　受信モジュール１３０４は、複数の許容できるランク値セットを、チャネル状態情報（
ＣＳＩ）フィードバック処理セットに関連付けるフィードバック・コンフィギュレーショ
ン情報を受信する。おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・
インジケータ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－
ＰＭＩペア）を含みうる。許容できるランク値セットはまた、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペ
アを除外しうる。おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳ
Ｉフィードバック処理を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、複数の許容でき
るランク値セットからの、許容できるランク値セットに基づきうる。
【０１０７】
　許容可能ランク値決定モジュール１３１０は、複数の許容できるランク値セットに基づ
いて、選択される許容できるランク値セットを決定する。選択された許容できるランク値
セットは、複数の許容できるランク値を含む。許容可能ランク値決定モジュール１３１０
は、この選択を、基地局（例えば、基地局１３０）からのシグナリングに基づかせうる。
さらに、選択された許容できるランク値セットは、ＣＳＩレポートがスケジュールされる
サブフレームの１または複数のセットに基づいて決定されうる。
【０１０８】
　ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６は、選択された許容できるランク値セットに対応
する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアを決定する。態様では、決定された少なくとも１
つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちのＰＭＩは、選択された許容できるランク値セットのうちの
、複数の許容できるランク値に対する最適なパフォーマンスを提供するＰＭＩに相当する
。ＣＱＩ決定モジュール１３０８は、少なくとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱ
Ｉ）を決定する。ここで、おのおののＣＱＩは、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのう
ちの少なくとも一方に対応しうる。送信モジュール１３１６は、（ＣＱＩ決定モジュール
１３０８によって決定された）少なくとも１つのＣＱＩと（ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール
１３０６によって決定された）少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアを含むＣＳＩレポート
を基地局１３５０へ送信しうる。
【０１０９】
　態様では、フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバッ
ク・レポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビッ
トによって、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアがＣＳＩレポートにおいてレポートされ
る複数の許容できるランク値セットを識別する。
【０１１０】
　別の態様では、許容可能ランク値決定するモジュール１３１０は、おのおののＣＳＩフ
ィードバック処理セットに関連付けられた許容できるランク値セットを指定するビットマ
ップを受信することによって、フィードバック・コンフィギュレーション情報を（受信モ
ジュール１３０４によって）受信しうる。したがって、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３
０６は、ビットマップで指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つのＲＩ
を決定することによって、許容できるランク値によって、おのおののＣＳＩフィードバッ
ク処理セットを調整しうる。さらに、または、その代わりに、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュー
ル１３０６は、おのおののフィードバック処理セットに関連付けられた少なくとも１つの
許容できるＲＩ－ＰＭＩペアを指定するビットマップを受信することによって、フィード
バック・コンフィギュレーション情報を受信しうる。ここで、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュー
ル１３０６は、ビットマップで指定された少なくとも１つの許容できるＲＩ－ＰＭＩペア
のＲＩおよびＰＭＩを決定する。
【０１１１】
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　さらなる態様では、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６は、チャネル測定リソースに
おけるチャネル測定と、干渉測定リソースにおける干渉測定とに基づいて、ＣＳＩフィー
ドバック処理セットのおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのＲ
ＩおよびＰＭＩを決定する。フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおの
のＣＳＩフォードバック処理セットのコードブックの１または複数のＰＭＩをディセーブ
ルしうる。
【０１１２】
　また別の態様では、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６は、少なくとも１つのＣＳＩ
フィードバック処理のための周波数グラニュラリティを用いてＰＭＩを決定しうる。周波
数グラニュラリティは、少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のために選択された
ランク値に基づいて決定されうる。フィードバック・コンフィギュレーション情報は、定
期的なフィードバック・レポートのためＲＲＣベースのコンフィギュレーションによって
、許容できるランク値セットを識別しうる。さらに、送信モジュール１３１６は、複数の
サブ帯域から（サブ帯域／ＰＴＩ処理モジュール１３１２によって）サブ帯域のセットを
決定することと、サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩレポートを提供することと、
複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩレポートを提供することとによって、ＣＳＩレポ
ートを送信しうる。
【０１１３】
　態様では、受信モジュール１３０４は、少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）
処理および第２のＣＳＩ処理を定義するフィードバック・コンフィギュレーション・シグ
ナリングを受信する。第１のＣＳＩ処理は、第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理と
して指定されうる。ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６は、第１のＣＳＩ処理に関連付
けられた測定に基づいて、第１のＣＳＩのためのランク・インジケータ（ＲＩ）を決定し
うる。さらに、または、その代わりに、サブ帯域／ＰＴＩ処理モジュール１３１２は、第
１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、第１のＣＳＩのためのサブ帯域選択を
決定する。
【０１１４】
　ＣＳＩ処理モジュール１３１４は、第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択
および／またはＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定する。第２
のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、ＲＩ、プリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ
）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコーディング・タ
イプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを含みうる。第２のＣＳＩ処理の
ためのＣＳＩ情報はさらに、ＰＴＩが第１のＣＳＩ処理のために設定されている場合、お
よび、第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいて
いる場合に、第１のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＴＩに基づきうる。
【０１１５】
　態様では、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６は、第１のＣＳＩ処理に関連付けられ
たサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭ
Ｉを決定する。さらに、ＣＱＩ決定モジュール１３０８は、第１のＣＳＩ処理に関連付け
られたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理に関連付けられた
ＣＱＩを決定する。第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関
連付けられた、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、第１のＣＳＩ処理
のサブ帯域選択および／またはＲＩに関する相反する調整を回避するように構成される。
【０１１６】
　別の態様では、ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６が、第２のＣＳＩ処理のレポート
・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、最後にレポートされたサ
ブ帯域選択、および／または、最後にレポートされたＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理
に関連付けられたＰＭＩを決定する。さらに、ＣＱＩ決定モジュール１３０８は、第２の
ＣＳＩ処理のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、最
後にレポートされたサブ帯域選択、および／または、最後にレポートされたＲＩに基づい



(33) JP 6250643 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

て、第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩを決定する。
【０１１７】
　さらなる態様では、第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、第２の
ＣＳＩ処理の最後にレポートされたサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲ
Ｉに基づいて、（ＲＩ／ＰＭＩ決定モジュール１３０６およびＣＱＩ決定モジュール１３
０８それぞれによって）決定される。さらに、第２のＣＳＩ処理のＲＩおよび／またはサ
ブ帯域選択は、第１のＣＳＩ処理のサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲ
Ｉから継承される。
【０１１８】
　ＣＳＩ処理モジュール１３１４は、第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のうちの
少なくとも１つのＣＳＩ情報を（送信モジュール１３１６によって）送信する。態様では
、第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリング・
チャネル（ＰＵＳＣＨ）モード２－２に基づいて非定期的なフィードバック・レポートを
用いるように構成される。そして、第２のＣＳＩ処理は、第１のＣＳＩ処理のために決定
された好適なサブ帯域のセットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセッ
トを選択する。
【０１１９】
　装置は、図１１－１２の前述したフローチャートにおけるアルゴリズムのステップのお
のおのを実行する追加モジュールを含みうる。そのため、図１１－１２の前述したフロー
チャートにおけるおのおののステップは、モジュールによって実行され、この装置は、こ
れらモジュールのうちの１または複数を含みうる。これらモジュールは、前述した処理／
アルゴリズムを実行するように特別に構成された１または複数のハードウェア構成要素で
あるか、前述した処理／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実
行されうるか、プロセッサによる実施のためにコンピュータ読取可能な媒体内に格納され
うるか、またはこれらのいくつかの組み合わせでありうる。
【０１２０】
　図１４は、処理システム１４１４を適用する装置１３０２’のハードウェア実装の例を
例示する図解１４００である。処理システム１４１４は、一般にバス１４２４によって表
されているバス・アーキテクチャを用いて実現されうる。バス１４２４は、全体的な設計
制約および処理システム１４１４の特定のアプリケーションに依存して、任意の数の相互
接続バスおよびブリッジを含みうる。バス１４２４は、プロセッサ１４０４、モジュール
１３０４，１３０６，１３０８，１３１０，１３１２，１３１４，１３１６およびコンピ
ュータ読取可能な媒体１４０６によって表される１または複数のプロセッサおよび／また
はハードウェア・モジュールを含むさまざまな回路をともにリンクする。バス１４２４は
さらに、例えば、タイミング・ソース、周辺機器、電圧制御装置、および電力管理回路の
ようなその他さまざまな回路をリンクしうる。これらは、当該技術分野で良く知られてい
るので、さらなる説明はしない。
【０１２１】
　処理システム１４１４は、トランシーバ１４１０に接続されうる。トランシーバ１４１
０は、１または複数のアンテナ１４２０に接続されうる。トランシーバ１４１０は、送信
媒体を介してその他さまざまな装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ１４
１０は、１または複数のアンテナ１４２０から信号を受信し、受信した信号から情報を抽
出し、抽出した情報を処理システム１４１４へ、具体的には受信モジュール１３０４へ提
供する。さらに、トランシーバ１４１０は、処理システム１４１４から、具体的には送信
モジュール１３１６から、情報を受信し、受信した情報に基づいて、１または複数のアン
テナ１４２０へ適用されるべき信号を生成する。処理システム１４１４は、コンピュータ
読取可能な媒体１４０６に接続されたプロセッサ１４０４を含む。プロセッサ１４０４は
、コンピュータ読取可能な媒体１４０６に格納されたソフトウェアの実行を含む一般的な
処理を担当する。ソフトウェアは、プロセッサ１４０４によって実行された場合、処理シ
ステム１４１４に対して、任意の特定の装置のために記載されたさまざまな機能を実行さ
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せる。コンピュータ読取可能な媒体１４０６はまた、ソフトウェアが実行されている場合
に、プロセッサ１４０４によって操作されるデータを格納するためにも使用されうる。処
理システムはさらに、モジュール１３０４，１３０６，１３０８，１３１０，１３１２，
１３１６のうちの少なくとも１つを含む。これらモジュールは、プロセッサ１４０４にお
いて動作するソフトウェア・モジュールでありうるか、コンピュータ読取可能な媒体に常
駐／格納されうるか、プロセッサ１４０４に接続された１または複数のハードウェア・モ
ジュールであるか、これらのいくつかの組み合わせでありうる。処理システム１４１４は
、ＵＥ６５０の構成要素でありうる。そして、メモリ６６０と、および／または、ＴＸプ
ロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９のうち
の少なくとも１つとを含みうる。
【０１２２】
　１つの構成では、無線通信のための装置１３０２／１３０２’は、複数の許容できるラ
ンク値セットをチャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック処理セットへ関連付けるフィ
ードバック・コンフィギュレーション情報を受信する手段を含む。ここで、おのおのの許
容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケータ（ＲＩ）とプリコー
ディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア）を含み、おのおのの
ＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理を含み
、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、複数の許容できるランク値セットからの許容
できるランク値セットに基づく。この装置はさらに、複数の許容できるランク値セットに
基づいて、選択される許容できるランク値セットを決定する手段を含む。ここで、選択す
ることは、基地局からのシグナリングに基づく。この装置はさらに、選択された許容でき
るランク値セットに対応する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアを決定する手段と、少な
くとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定する手段とを含む。ここで、お
のおののＣＱＩは、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに対応する。この装
置はさらに、少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアおよび少なくとも１つのＣＱＩを含むＣ
ＳＩレポートを基地局へ送信する手段と、少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）
処理および第２のＣＳＩ処理を定義するフィードバック・コンフィギュレーション・シグ
ナリングを受信する手段とを含む。ここで、第１のＣＳＩの処理は、第２のＣＳＩ処理の
ための基準ＣＳＩ処理として指定される。この装置はさらに、第１のＣＳＩ処理に関連付
けられた測定に基づいて、第１のＣＳＩ処理のためのサブ帯域選択またはランク・インジ
ケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する手段と、第１のＣＳＩ処理のために決
定されたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて、第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ
情報を決定する手段と、第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１
つのためのＣＳＩ情報を送信する手段と、を含む。
【０１２３】
　前述した手段は、前述した手段によって記述された機能を実行するように構成された装
置１３０２’の処理システム１４１４および／または装置１３０２の前述したモジュール
のうちの１または複数でありうる。前述したように、処理システム１４１４は、ＴＸプロ
セッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコントローラ／プロセッサ６５９を含みう
る。そのため、１つの構成では、前述した手段は、前述した手段によって記述された機能
を実行するように構成されたＴＸプロセッサ６６８、ＲＸプロセッサ６５６、およびコン
トローラ／プロセッサ６５９でありうる。
【０１２４】
　開示された処理のステップの具体的な順序または階層は、典型的なアプローチの例示で
あることが理解される。設計選択に基づいて、これら処理におけるステップの具体的な順
序または階層は、再構成されうることが理解される。さらに、いくつかのステップは、結
合または省略されうる。同伴する方法請求項は、さまざまなステップの要素を、サンプル
順で示しており、示された具体的な順序または階層に限定されないことが意味される。
【０１２５】
　前述された記載は、いかなる当業者であっても、ここで開示されたさまざまな態様を実
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現できるように提供される。これらの態様に対するさまざまな変形例は、当業者に容易に
明らかになり、本明細書に定義された一般的な原理は、他の態様にも適用可能である。し
たがって、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されず、請求項の文言と首
尾一貫したすべての範囲が与えられることが意図されており、ここで、単数形による要素
への参照は、もしも明確に述べられていないのであれば、「１および１のみ」を意味する
のではなく、「１または複数」を意味することが意図されている。特に明記されていない
限り、用語「いくつか」は、１または複数を称する。当業者に周知であるか、または、後
に周知になるべき本開示を通じて記載されたさまざまな態様の要素に対するすべての構造
的および機能的な等価物が、参照によって本明細書に明確に組み込まれており、請求項に
含められていると意図される。さらに、本明細書で開示されたいずれも、このような開示
が請求項において明示的に述べられているかに関わらず、公衆に対して放棄されたものと
は意図されていない。請求項の要素が、「～する手段」という文言を用いて明示的に示さ
れていないのであれば、請求項の何れの要素も、ミーンズ・プラス・ファンクション（ｍ
ｅａｎｓ　ｐｌｕｓ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）として解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線通信の方法であって、
　複数の許容できるランク値セットを、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック処理
セットへ関連付ける、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信することと、
ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケー
タ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア
）を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳＩフィ
ードバック処理を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、前記複数の許容できる
ランク値セットからの許容できるランク値セットに基づき、
　前記複数の許容できるランク値セットに基づいて、選択される許容できるランク値セッ
トを決定することと、ここで、前記選択することは、基地局からのシグナリングに基づき
、
　前記選択された許容できるランク値セットに対応する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペ
アを決定することと、
　前記少なくとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定することと、ここで
、おのおののＣＱＩは、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに対応し、
　前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアと前記少なくとも１つのＣＱＩとを含むＣＳＩ
レポートを前記基地局へ送信することと、
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記選択された許容できるランク値セットは、複数の許容できるランク値を含む、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記選択された許容できるランク値セットは、前記ＣＳＩレポートがスケジュールされ
るサブフレームのうちの１または複数のセットに基づいて決定される、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ４］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レ
ポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビットによ
って、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアが前記ＣＳＩレポートにおいてレポートさ
れる複数の許容できるランク値セットを識別する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信することは、
　おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた許容できるランク値セッ
トを指定するビットマップを受信することと、
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　前記ビットマップにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つの
ＲＩを決定することにより、前記許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩ
フィードバック処理セットを調整することと、
　おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた少なくとも１つの許容で
きるＲＩ－ＰＭＩペアを指定するビットマップを受信することと、
のうちの少なくとも１つを備え、
　前記ＲＩおよび前記ＰＭＩは、前記ビットマップにおいて指定された少なくとも１つの
許容できるＲＩ－ＰＭＩペアについて決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　許容できるランク値セットは、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペアを除外する、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ７］
　前記ＣＳＩフィードバック処理セットのおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲ
Ｉ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、チャネル測定リソースにおけるチャネル測定と、干
渉測定リソースにおける干渉測定とに基づいて決定される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩフォードバッ
ク処理セットのコードブックにおける１または複数のＰＭＩをディセーブする、Ｃ７に記
載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＰＭＩは、前記少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のための周波数グラニ
ュラリティを用いて決定され、
　前記周波数グラニュラリティは、前記少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のた
めに選択されたランク値に基づいて決定され、
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ＲＲＣベースのコンフィギュレ
ーションによって、前記許容できるランク値セットを識別し、
　前記ＣＳＩレポートを送信することは、
複数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定することと、
前記サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩレポートを提供することと、
前記複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩレポートを提供することと
を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記決定された少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちのＰＭＩは、前記選択された
許容できるランク値セットのうちの、複数の許容できるランク値のための、全体的に最適
なＰＭＩに相当する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　無線通信の方法であって、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
フィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを受信することと、ここで、前
記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理として指定され、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する
ことと、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて
、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定することと、
　前記第１のＣＳＩ処理または前記第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣ
ＳＩ情報を送信することと、
を備える方法。
［Ｃ１２］
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、ＲＩ、プリコーディング行列インジケー
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タ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコーデ
ィング・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１１に記
載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報はさらに、前記ＰＴＩが前記第１のＣＳＩ処
理のために設定されている場合、および、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が前
記第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいている場合に、前記第１のＣＳＩ処理に関連付
けられたＰＴＩに基づく、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第１のＣＳＩ処理
に関連付けられたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられた
、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、前記第１のＣＳＩ処理のサブ帯
域選択および／またはＲＩに関する相反する調整を回避するように構成される、Ｃ１３に
記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第２のＣＳＩ処理
のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、最後にレポー
トされたサブ帯域選択、および／または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決定され
る、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、前記第２のＣＳＩ処理
の、最後にレポートされたサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩに基づ
いて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理のＲＩおよび／またはサブ帯域選択は、前記第１のＣＳＩ処理の
サブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩから継承される、Ｃ１３に記載の
方法。
［Ｃ１７］
　前記第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリン
グ・チャネル（ＰＵＳＣＨ）モード２－２に基づいて非定期的なフィードバック・レポー
トを用いるように構成され、
　前記第２のＣＳＩ処理は、前記第１のＣＳＩ処理のために決定された好適なサブ帯域の
セットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセットを選択する、Ｃ１１に
記載の方法。
［Ｃ１８］
　無線通信のための装置であって、
　複数の許容できるランク値セットを、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック処理
セットへ関連付ける、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信する手段と、
ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケー
タ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア
）を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳＩフィ
ードバック処理を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、前記複数の許容できる
ランク値セットからの許容できるランク値セットに基づき、
　前記複数の許容できるランク値セットに基づいて、選択される許容できるランク値セッ
トを決定する手段と、ここで、前記選択することは、基地局からのシグナリングに基づき
、
　前記選択された許容できるランク値セットに対応する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペ
アを決定する手段と、
　少なくとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定する手段と、ここで、お
のおののＣＱＩは、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに対応し、
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　前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアおよび前記少なくとも１つのＣＱＩを含むＣＳ
Ｉレポートを前記基地局へ送信する手段と、
を備える装置。
［Ｃ１９］
　前記選択された許容できるランク値セットは、複数の許容できるランク値を含む、Ｃ１
８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記選択された許容できるランク値セットは、前記ＣＳＩレポートがスケジュールされ
るサブフレームのうちの１または複数のセットに基づいて決定される、Ｃ１８に記載の装
置。
［Ｃ２１］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レ
ポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビットによ
って、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアが前記ＣＳＩレポートにおいてレポートさ
れる複数の許容できるランク値セットを識別する、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信する手段は、
　おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた許容できるランク値セッ
トを指定するビットマップを受信すること、
　前記ビットマップにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つの
ＲＩを決定することにより、前記許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩ
フィードバック処理セットを調整するここ、
　または、おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた少なくとも１つ
の許容できるＲＩ－ＰＭＩペアを指定するビットマップを受信すること
のうちの少なくとも１つを実行するように構成され、
　前記ＲＩおよび前記ＰＭＩは、前記ビットマップにおいて指定された少なくとも１つの
許容できるＲＩ－ＰＭＩペアについて決定される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２３］
　許容できるランク値セットは、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペアを除外する、Ｃ１８に記載
の装置。
［Ｃ２４］
　前記ＣＳＩフィードバック処理セットのおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲ
Ｉ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、チャネル測定リソースにおけるチャネル測定と、干
渉測定リソースにおける干渉測定とに基づいて決定される、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩフォードバッ
ク処理セットのコードブックの１または複数のＰＭＩをディセーブルする、Ｃ２４に記載
の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＰＭＩは、前記少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のための周波数グラニ
ュラリティを用いて決定され、
　前記周波数グラニュラリティは、前記少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のた
めに選択されたランク値に基づいて決定され、
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ＲＲＣベースのコンフィギュレ
ーションによって、前記許容できるランク値セットを識別し、
　前記ＣＳＩレポートを送信する手段は、複数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定し
、前記サブ帯域のセットに対応する第１のＣＳＩレポートを提供し、前記複数のサブ帯域
に対応する第２のＣＳＩレポートを提供するように構成された、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記決定された少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちのＰＭＩは、前記選択された
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許容できるランク値セットのうちの、複数の許容できるランク値のための、全体的に最適
なＰＭＩに相当する、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２８］
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
フィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを受信する手段と、ここで、前
記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理として指定され、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する
手段と、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて
、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定する手段と、
　前記第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣＳＩ
情報を送信する手段と、
を備える装置。
［Ｃ２９］
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、ＲＩ、プリコーディング行列インジケー
タ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコーデ
ィング・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２８に記
載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報はさらに、前記ＰＴＩが前記第１のＣＳＩ処
理のために設定されている場合、および、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が前
記第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいている場合に、前記第１のＣＳＩ処理に関連付
けられたＰＴＩに基づく、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第１のＣＳＩ処理
に関連付けられたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられた
、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、前記第１のＣＳＩ処理のサブ帯
域選択および／またはＲＩに関する相反する調整を回避するように構成された、Ｃ３０に
記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第２のＣＳＩ処理
のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、最後にレポー
トされたサブ帯域選択、および／または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決定され
る、Ｃ３０に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、前記第２のＣＳＩ処理
の、最後にレポートされたサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩに基づ
いて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理のＲＩおよび／またはサブ帯域選択は、前記第１のＣＳＩ処理の
サブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩから継承される、Ｃ３０に記載の
装置。
［Ｃ３４］
　前記第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリン
グ・チャネル（ＰＵＳＣＨ）モード２－２に基づいて非定期的なフィードバック・レポー
トを用いるように構成され、
　前記第２のＣＳＩ処理は、前記第１のＣＳＩ処理のために決定された好適なサブ帯域の
セットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセットを選択する、Ｃ２８に
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記載の装置。
［Ｃ３５］
　無線通信のための装置であって、
　複数の許容できるランク値セットを、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック処理
セットへ関連付ける、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信し、ここで、
おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケータ（ＲＩ
）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア）を含み
、おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳＩフィードバッ
ク処理を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、前記複数の許容できるランク値
セットからの許容できるランク値セットに基づき、
　前記複数の許容できるランク値セットに基づいて、選択される許容できるランク値セッ
トを決定し、ここで、前記選択することは、基地局からのシグナリングに基づき、
　前記選択された許容できるランク値セットに対応する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペ
アを決定し、
　前記少なくとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定し、ここで、おのお
ののＣＱＩは、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに対応し、
　前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアと前記少なくとも１つのＣＱＩとを含むＣＳＩ
レポートを前記基地局へ送信する
ように構成された少なくとも１つの処理システム、を備える装置。
［Ｃ３６］
　前記選択された許容できるランク値セットは、複数の許容できるランク値を含む、Ｃ３
５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記選択された許容できるランク値セットは、前記ＣＳＩレポートがスケジュールされ
るサブフレームのうちの１または複数のセットに基づいて決定される、Ｃ３５に記載の装
置。
［Ｃ３８］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、非定期的なフィードバック・レ
ポートを要求するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）フォーマットにおける追加ビットによ
って、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアが前記ＣＳＩレポートにおいてレポートさ
れる複数の許容できるランク値セットを識別する、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３９］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信するように構成された少なく
とも１つの処理システムは、
　おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた許容できるランク値セッ
トを指定するビットマップを受信することと、
　前記ビットマップにおいて指定された許容できるランク値セットから少なくとも１つの
ＲＩを決定することにより、前記許容できるランク値セットによって、おのおののＣＳＩ
フィードバック処理セットを調整することと、
　おのおののＣＳＩフィードバック処理セットに関連付けられた少なくとも１つの許容で
きるＲＩ－ＰＭＩペアを指定するビットマップを受信することと
のうちの少なくとも１つを実行するように構成され、
　前記ＲＩおよび前記ＰＭＩは、前記ビットマップにおいて指定された少なくとも１つの
許容できるＲＩ－ＰＭＩペアについて決定される、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４０］
　許容できるランク値セットは、いくつかのＲＩ－ＰＭＩペアを除外する、Ｃ３５に記載
の装置。
［Ｃ４１］
　前記ＣＳＩフィードバック処理セットのおのおのに関連付けられた少なくとも１つのＲ
Ｉ－ＰＭＩペアのＲＩとＰＭＩとは、チャネル測定リソースにおけるチャネル測定と、干
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渉測定リソースにおける干渉測定とに基づいて決定される、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４２］
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、おのおののＣＳＩフォードバッ
ク処理セットのコードブックにおける１または複数のＰＭＩをディセーブルする、Ｃ４１
に記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記ＰＭＩは、前記少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のための周波数グラニ
ュラリティを用いて決定され、
　前記周波数グラニュラリティは、前記少なくとも１つのＣＳＩフィードバック処理のた
めに選択されたランク値に基づいて決定され、
　前記フィードバック・コンフィギュレーション情報は、ＲＲＣベースのコンフィギュレ
ーションによって、前記許容できるランク値セットを識別し、
　前記ＣＳＩレポートを送信するように構成された少なくとも１つの処理システムは、複
数のサブ帯域からサブ帯域のセットを決定し、前記サブ帯域のセットに対応する第１のＣ
ＳＩレポートを提供し、前記複数のサブ帯域に対応する第２のＣＳＩレポートを提供する
ように構成された、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記決定された少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちのＰＭＩは、前記選択された
許容できるランク値セットのうちの、複数の許容できるランク値のための、全体的に最適
なＰＭＩに相当する、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４５］
　無線通信のための装置であって、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
フィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを受信する手段と、ここで、前
記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理として指定され、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する
手段と、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて
、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定する手段と、
　前記第１のＣＳＩ処理または第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣＳＩ
情報を送信する手段と、
を備える装置。
［Ｃ４６］
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報は、ＲＩ、プリコーディング行列インジケー
タ（ＰＭＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、サブ帯域選択、またはプリコーデ
ィング・タイプ・インジケータ（ＰＴＩ）のうちの少なくとも１つを備える、Ｃ４５に記
載の装置。
［Ｃ４７］
　前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報はさらに、前記ＰＴＩが前記第１のＣＳＩ処
理のために設定されている場合、および、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報が前
記第１のＣＳＩ処理のためのＲＩに基づいている場合に、前記第１のＣＳＩ処理に関連付
けられたＰＴＩに基づく、Ｃ４６に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第１のＣＳＩ処理
に関連付けられたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理の定期的なレポート・コンフィギュレーションに関連付けられた
、ＰＭＩおよびＣＱＩフィードバック・タイムラインは、前記第１のＣＳＩ処理のサブ帯
域選択および／またはＲＩに関する相反する調整を回避するように構成された、Ｃ４７に
記載の装置。
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［Ｃ４９］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＰＭＩおよびＣＱＩは、前記第２のＣＳＩ処理
のレポート・サイクルの開始時または開始前に生じた第１のＣＳＩ処理の、最後にレポー
トされたサブ帯域選択、および／または、最後にレポートされたＲＩに基づいて決定され
る、Ｃ４７に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記第２のＣＳＩ処理に関連付けられたＣＱＩおよびＰＭＩは、前記第２のＣＳＩ処理
の、最後にレポートされたサブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩに基づ
いて決定され、
　前記第２のＣＳＩ処理のＲＩおよび／またはサブ帯域選択は、前記第１のＣＳＩ処理の
サブ帯域選択および／または最後にレポートされたＲＩから継承される、Ｃ４７に記載の
装置。
［Ｃ５１］
　前記第１のＣＳＩ処理および第２のＣＳＩ処理は、物理アップリンク・スケジューリン
グ・チャネル（ＰＵＳＣＨ）モード２－２に基づいて非定期的なフィードバック・レポー
トを用いるように構成され、
　前記第２のＣＳＩ処理は、前記第１のＣＳＩ処理のために決定された好適なサブ帯域の
セットと同じであるべき、関連付けられた好適なサブ帯域のセットを選択する、Ｃ４５に
記載の装置。
［Ｃ５２］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　複数の許容できるランク値セットを、チャネル状態情報（ＣＳＩ）フィードバック処理
セットへ関連付ける、フィードバック・コンフィギュレーション情報を受信することと、
ここで、おのおのの許容できるランク値セットは、少なくとも１つのランク・インジケー
タ（ＲＩ）とプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ）とのペア（ＲＩ－ＰＭＩペア
）を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理セットは、少なくとも１つのＣＳＩフィ
ードバック処理を含み、おのおののＣＳＩフィードバック処理は、前記複数の許容できる
ランク値セットからの許容できるランク値セットに基づき、
　前記複数の許容できるランク値セットに基づいて、選択される許容できるランク値セッ
トを決定することと、ここで、前記選択することは、基地局からのシグナリングに基づき
、
　前記選択された許容できるランク値セットに対応する少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペ
アを決定することと、
　前記少なくとも１つのチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を決定することと、ここで
、おのおののＣＱＩは、前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアのうちの１つに対応し、
　前記少なくとも１つのＲＩ－ＰＭＩペアと前記少なくとも１つのＣＱＩとを含むＣＳＩ
レポートを前記基地局へ送信することと、
のためのコードを備えるコンピュータ読取可能な媒体、を備えるコンピュータ・プログラ
ム製品。
［Ｃ５３］
　コンピュータ・プログラム製品であって、
　少なくとも第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）処理および第２のＣＳＩ処理を定義する
フィードバック・コンフィギュレーション・シグナリングを受信することと、ここで、前
記第１のＣＳＩ処理は、前記第２のＣＳＩ処理のための基準ＣＳＩ処理として指定され、
　前記第１のＣＳＩ処理に関連付けられた測定に基づいて、前記第１のＣＳＩ処理のため
のサブ帯域選択またはランク・インジケータ（ＲＩ）のうちの少なくとも１つを決定する
ことと、
　前記第１のＣＳＩ処理のために決定されたサブ帯域選択および／またはＲＩに基づいて
、前記第２のＣＳＩ処理のためのＣＳＩ情報を決定することと、
　前記第１のＣＳＩ処理または前記第２のＣＳＩ処理のうちの少なくとも１つのためのＣ
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ＳＩ情報を送信することと、
のためのコードを備えるコンピュータ読取可能な媒体、コンピュータ・プログラム製品。
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【図１３】 【図１４】
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